
 

 

                         

                         

                         

 

市民の力でクラヤミを晴らして 

市政に「清流」を取りもどそう 
☀ 

元副市長らによる『不正事件』の真実 
 

 

日野市の歴史を見つめてきた浅川の流れと満開の桜と 

日野市は「緑と清流のまち」です 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
憲法を市政に生かすみんなの会 



 

 

                      
 
 
 
 

   

                         

                         

目 次 

  お読みいただくみなさんへ 1 

  すべての事件のキーパーソンは？ 2 

  

◇第Ⅰ部 日野市立病院で何が起きたのか 

      －オモテに出たのは 2015 年 9 月議会だった 3 

  

◇第Ⅱ部 川辺堀之内の土地区画整理組合を舞台に 

      ―二人の元副市長の共演が生んだフハイの数々 7 

  

◇第Ⅲ部 市立たかはた保育園の廃止と民営化 16    

      ―そのカゲで進められた「不法な事業」とは 

 

まとめ いまこそ、大坪市政の責任を問わなければ 25 

      ―これだけの問題を見過ごしてきたのはナゼか 

 

あとがき 32   

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞記事の写真 

またはモノレールの写真 



 

 

                         

                         

                         

 
２月 17日、「元副市長の河内久男氏が、警察にタイホされた」という

ニュースが、日野市内をかけめぐりました。 

日野市政の先頭に立つべき人たちが 

河内氏は、馬場市政で 12年間にわたって助役・副市長をつとめた人。

そして、そのあと８年間、市立病院での役職や臨時職員、川辺堀之内の

土地区画整理組合の相談役などになりました。 

ところが、その８年間で、二か所から合計２億９千万円をこえる報酬

を受け取り、うち２億円以上が不正な報酬であったとして、市と区画整

理組合から返金を求められ、裁判で争われています。 

さらにまた、その一方で、「市立たかはた保育園」の民営化や新保育

園開設についても数々の不正が指摘され、ここでも河内氏が深くかかわ

っていることが分かってきました。そして、馬場前市長や大坪現市長、

堀之内元副市長が関係していることも、浮かび上がってきたのです。 

◆なぜ、こんなことが起きたのか？  

◆なぜ、不正が長年続いたのか？  

◆馬場前市長や大坪市長は、どんなふうにかかわってきたのか？ 

いま、市民のあいだから数多くの疑問の声が上がっています。 

政治思想や信条のちがいに関係なく、全市民が思うこと 

ところが、「あとは警察にオマカセ」して、「不正な報酬を返させ」て

「市長などの減給処分」で、幕引きする動きが強まっています。 

しかし、市政の先頭に立つ人たちへの「うたがい」を、すべて明らか

にすることがなければ、当たり前の日野市を築くことはできません。 

これは、政治思想や信条のちがいに関係なく、全市民の思いです。 

私たち「憲法を市政に生かすみんなの会」は、昨年９月、市民、市議

会議員、研究者、弁護士などからなる「疑惑解明チーム」をつくり、調

査活動を続けてきました。 

このパンフレットは、市民のみなさんにこの問題の事実を知っていた

だき、市政を立て直すために、ともに力を合わせていただきたいとの思

いで作成したものです。 

多くの皆さんが参考にしてくださることを、心から願っています。 

 

 

お読みいただく皆さんへ 
 

1 



 

 

                         

                         

                         

資料１ すべての事件のキーパーソンは？ 

―２人の副市長と２人の市長の略歴を紹介します 

●２人の副市長 

 

 

 

◆河内 久男氏・かわちひさお（元・日野市副市長） 

1961 年 6 月、旧日野町に就職。日野市区画整理第一課長、都市計画課長、都市

整備部長などを経て、1997 年 6 月～2009年 6 月までの 12 年間にわたり、馬場市

長の下で日野市助役・副市長を務める。 

そして、副市長を退任した後… 

◇2009 年 6 月～2012 年 3 月 市立病院経営専門監（市長に代わる経営責任者）、

◇2012 年 4 月～2019 年 3 月 市立病院臨時職員（市立病院長相談役） 

◇2012 年 5 月～2020 年 3 月 川辺堀之内区画整理組合理事長相談役を「兼職」 
 

 

◆堀之内 和信氏・ほりのうちかずのぶ（元・日野市副市長） 

1965 年 4 月、日野市に就職。区画整理課長、都市計画課長、まちづくり推進部

長、企画部長を務めて、2007 年 3 月退職。 

◇2007 年 4 月～2013 年 6 月 日野市の外郭団体である日野市企業公社社長 

◇2013 年 6 月～2017 年 6 月 大坪市長の下で副市長 

◇2017 年 7 月～2020 年 3 月 川辺堀之内区画整理組合の事務職員 
 

●２人の市長 

 

 

 

◆ 馬場 弘融氏・ばばひろみち（元・日野市長） 

1982 年 2 月～1990年 2 月の 2 期 8 年間、日野市議会議員（自民党）。1997 年 4

月～2013 年 4 月の 4期 16 年間、日野市長を務めた 
 

 

◆大坪 冬彦氏・おおつぼふゆひこ（現・日野市長） 

1981 年 4 月、日野市に就職。高齢福祉課長、健康福祉部長、まちづくり部長な

どを経て、馬場市長の指名で 2013 年 4月市長選に出馬、当選。現在 2 期目で日野

市長を務める。 
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１ 

ま
ず
市
立
病
院
の
経
営
責
任
者
、 

 

そ
の
次
は
「
院
長
相
談
役
」
と
い
う
臨
時
職 

  

河
内
久
河
男
氏
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
副

市
長
を
退
任
し
た
後
、
日
野
市
立
病
院
の
「
病

院
経
営
専
門
監
」
を
務
め
ま
し
た
。 

 

◆
病
院
経
営
を
立
て
直
す
経
営
責
任
者 

月
額
七
五
万
円
の
「
特
別
職
」
だ
っ
た 

 

こ
の
役
職
ポ
ス
ト
は
、
経
営
が
困
難
に
な
っ

て
い
た
市
立
病
院
を
立
て
直
す
た
め
に
、
当
時

の
馬
場
市
長
の
強
い
要
請
で
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
そ
こ
で
河
内
氏
に
は
、「
市
立
病
院
の
設

置
者
で
あ
る
市
長
の
代
理
」
と
し
て
、
市
立
病

院
の
経
営
全
体
に
責
任
を
持
ち
、
経
営
面
で
は

病
院
長
以
上
の
権
限
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

身
分
上
は
、
地
方
公
務
員
法
（
第
三
条
）
が
定

め
る
「
地
方
公
営
企
業
の
特
別
職
」
と
位
置
付
け

ら
れ
、「
非
常
勤
の
参
与
」
と
い
う
こ
と
で
、
条
例 

     

に
基
づ
い
て
、
月
額
七
五
万
円
の
報
酬
が
支
払
わ 

れ
ま
し
た
。
河
内
氏
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
、

そ
の
職
を
務
め
て
い
ま
す
。 

 

◆
次
は
臨
時
職
員
と
し
て
「
院
長
相
談
役
」 

 

パ
ワ
ハ
ラ
を
市
が
か
ば
い
続
け
た…

 
 

 

し
か
し
河
内
氏
は
、「
特
別
職
」
を
退
任
し
た
後

も
、
半
年
ご
と
に
契
約
を
更
新
す
る
「
臨
時
職
員
」

と
し
て
、
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
の
七
年
間
、
市

立
病
院
に
残
り
ま
し
た
。 

そ
の
職
務
は
「
院
長
相
談
役
」
と
称
し
て
い
ま

し
た
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
「
病
院
経
営
専
門
監
」

の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
病
院
の
職
員
の
上
に
立

っ
て
、
命
令
的
に
権
力
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
的
な
行
為
に
対
し
て
、
病
院

職
員
か
ら
、
し
だ
い
に
内
部
告
発
的
な
声
が
上
が

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
れ
を
、
市
議
会
で
最
初
に
取
り
上
げ
て
「
職

員
を
変
え
る
べ
き
だ
」
と
問
題
に
し
た
の
は
、
有

賀
精
一
（
あ
る
が
せ
い
い
ち
）
議
員
で
し
た
。
二

〇
一
五
年
九
月
議
会
の
こ
と
で
す
。 

そ
の
後
も
、
有
賀
議
員
以
外
の
議
員
を
ふ
く
め

て
質
問
が
く
り
返
さ
れ
る
の
で
す
が
、
大
坪
市
長

を
は
じ
め
市
当
局
は
、
「
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
を

進
め
る
た
め
の
院
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
あ
る
」
と
、

河
内
氏
を
か
ば
い
つ
づ
け
ま
し
た
。 

 
 

２ 

違
法
な
「
兼
業
」
と
実
態
の
な
い
勤
務 

し
か
も
報
酬
の
額
は
大
き
か
っ
た 

 こ
う
し
た
な
か
で
、
あ
ら
た
め
て
、
河
内
氏

の
病
院
勤
務
の
実
態
や
、
報
酬
に
つ
い
て
の
疑

惑
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。 

 

◆
病
院
の
勤
務
時
間
中
に
区
画
整
理
組
合
の 

会
議
に
出
席 

で
も
残
業
代
ま
で
市
に
請
求 

 

二
〇
一
九
年
六
月
の
市
議
会
で
、
次
の
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

河
内
氏
が
、
市
立
病
院
の
臨
時
職
員
を
し
な

が
ら
、
市
内
・
川
辺
堀
之
内
地
区
の
土
地
区
画

整
理
組
合
の
理
事
会
（
月
二
回
開
催
）
に
出
席

し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
し
か
も
出
席
し
た

回
数
は
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
九

年
三
月
ま
で
に
、
三
〇
回
以
上
で
し
た
。 

そ
し
て
そ
の
多
く
は
、
市
立
病
院
に
出
勤
し

た
土
曜
日
、
勤
務
時
間
中
に
抜
け
出
し
て
い
た

 
 

 
 

日
野
市
立
病
院
で
何
が
起
き
た
の
か 

 
 

 

―
オ
モ
テ
に
出
た
の
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
議
会
だ
っ
た 
第Ⅰ部 

３ 



 

 

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
市
に
対
し
て
は
、
市
立
病

院
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
に
し
て
、
残
業
手
当

も
請
求
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

◆
議
会
の
空
気
が
変
わ
っ
て 

 

二
つ
の
調
査
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
た 

 

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
市
議
会
は
、
二

〇
一
九
年
六
月
の
議
会
で
、
全
会
一
致
で
次
の
こ

と
を
議
決
し
ま
し
た
。 

「
兼
業
に
よ
る
二
重
報
酬
受
け
取
り
の
徹
底
解

明
と
市
立
病
院
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
原
因
究
明

を
求
め
る
決
議
」
で
す
。 

こ
れ
に
こ
た
え
て
市
当
局
は
、
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
問
題
と
「
二
重
報
酬
」
問
題
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
第
三
者
調
査
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
弁

護
士
を
入
れ
た
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
う
ち
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
問
題
は
、
す

で
に
関
係
の
管
理
職
が
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
河
内
氏
の
関
わ

り
に
つ
い
て
調
査
を
求
め
た
も
の
で
し
た
。 

し
か
し
、
第
三
者
調
査
委
員
会
は
「
確
た
る

証
拠
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
を
理
由
に

し
て
、
河
内
氏
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
へ
の
関

与
を
否
定
す
る
結
論
を
出
し
ま
し
た
。 

 

◆
段
ボ
ー
ル
箱
・
一
六
〇
箱
も
の
資
料
が 

そ
の
一
方
で
、
第
三
者
調
査
委
員
会
は
、「
二
重

報
酬
」
問
題
で
、
区
画
整
理
組
合
に
段
ボ
ー
ル
一 

六
〇
箱
も
の
資
料
を
出
さ
せ
、
当
事
者
へ
の
聴
き

取
り
な
ど
の
調
査
を
す
す
め
て
、
河
内
氏
の
違
法

な
兼
業
や
二
重
報
酬
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
ま
ず
分
か
っ
た
こ
と
は
、
法
律
違
反

そ
の
も
の
の
行
為
で
し
た
。 

 

◆
違
法
の
「
兼
業
」
で
、
区
画
整
理
組
合
と
の

間
で
理
事
長
相
談
役
を
契
約
し
て
い
た 

 

河
内
氏
は
、
市
立
病
院
の
「
臨
時
職
員
」
と

し
て
院
長
相
談
役
を
務
め
始
め
た
二
〇
一
二
年

四
月
の
あ
と
、
区
画
整
理
組
合
と
契
約
を
結
ん

で
、「
理
事
長
相
談
役
」
に
就
任
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
理
事
会
へ
の
出
席
ど
こ
ろ
か
、
ほ

ぼ
連
日
の
よ
う
に
市
立
病
院
を
抜
け
出
し
て
、

区
画
整
理
組
合
の
事
務
所
に
通
っ
て
い
た
と
い

う
の
で
す
。 

地
方
公
務
員
法
（
第
三
八
条
）
は
、
臨
時
職

員
も
ふ
く
め
て
「
公
務
員
の
兼
業
・
兼
職
を
原

則
禁
止
」
し
て
い
ま
す
。
任
命
権
者
（
市
長
）

の
許
可
が
あ
れ
ば
、
兼
業
・
兼
職
は
可
能
で
す

が
、
河
内
氏
は
市
長
の
許
可
を
受
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
市
長
に
許
可
を
求
め
た
と

し
て
も
、
市
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
団
体

へ
、
市
の
職
員
が
勤
務
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
違
法
の
兼
業
」

だ
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
「
兼
業
」
の
全
体
の
内
容
は
、
二
〇
二

〇
年
三
月
に
、
河
内
氏
が
理
事
長
相
談
役
を
退

任
す
る
段
階
で
、
区
画
整
理
組
合
が
、
よ
う
や

く
河
内
氏
の
「
出
勤
簿
」
を
提
出
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

◆
市
か
ら
三
四
八
七
万
円
余
を
ダ
マ
シ
取
り―

 

返
還
請
求
を
拒
否
、
市
が
裁
判
を
起
こ
し
た 

 

そ
こ
で
、「
市
立
病
院
の
出
勤
簿
」
と
「
区
画
整

理
組
合
の
出
勤
簿
」
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
重
な

っ
た
勤
務
時
間
に
対
し
て
市
が
河
内
氏
に
支
出

し
た
報
酬
を
計
算
す
る
と
、
約
三
千
三
三
六
万
円 

 
 

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
自
家
用
車
で
通
勤
し
て
い
た
の
に
、

「
定
期
券
」
の
購
入
費
用
を
請
求
し
、
そ
の
額
が

計
一
五
一
万
円
に
な
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

合
わ
せ
て
三
四
八
七
万
円
に
な
り
ま
す
。 

 

市
当
局
は
河
内
氏
に
、
こ
れ
ら
の
金
額
の
返
還 

４ 



 

 

                         

                         

を
求
め
ま
し
た
が
、
河
内
氏
が
拒
否
し
た
の
で
、

返
還
を
求
め
る
裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
実
は
、
市
立
病
院
の
「
臨
時
職
員
」

と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
た
「
報
酬
」
に
つ
い
て
も

ナ
ゾ
だ
ら
け
の
不
法
な
も
の
で
し
た
。 

 

２ 

契
約
書
も
決
裁
文
書
も
な
い 

日
額
六
万
円
の
ヤ
ミ
手
当 

  

資
料
２
は
、
第
三
者
調
査
委
員
会
の
報
告
書

資
料
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
、
市
か
ら

河
内
氏
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
な
ど
、
報
酬
の
実

態
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

こ
れ
で
報
酬
の
内
容
を
た
ど
る
と―

 

◆
「
日
額
給
」
と
い
う
名
の
「
第
二
報
酬
」 

 
 

河
内
氏
に
対
し
て
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
に

「
院
長
相
談
役
」
に
就
任
し
た
当
初
は
、
週
三

日
の
勤
務
で
基
本
給
が
月
額
二
八
万
円
、
残
業

代
を
含
め
て
月
額
五
〇
万
円
～
六
〇
万
円
ほ
ど

の
賃
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
翌
年
の
二
〇
一
三
年
一
月
か
ら

は
、
基
本
給
と
は
別
に
、
月
八
日
か
ら
一
〇
日

の
「
日
額
給
」
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
い
わ
ば
「
第
二
報
酬
」
で
す
。 

 
 

そ
の
額
は
一
日
六
万
円
、
月
額
に
し
て
四
八
万

資料２ 経営が困難な市立病院だったはずなのに ! 

 河内久男・日野市立病院 院長相談役［臨時職］に支払った賃金等の実績 （円） 

対象期間 Ⓐ基本給 Ⓑ時間外手当 Ⓒ通勤費等 

2012年 4月～12月 252 万 0000 ― 24 万 0140 

2013年 1月～11月 348 万 4000 ― 31 万 7290 

2013年 12月～2014年 11月 424 万 8000 45 万 0000 31 万 8387 

2014年 12月～2015年 11月 432 万 0000 298 万 3500 33 万 9810 

2015年 12月～2016年 11月 470 万 0000 429 万 0239 34 万 5807 

2016年 12月～2017年 11月 660 万 0000 530 万 4252 34 万 6204 

2017年 12月～2018年 11月 660 万 0000 506 万 0307 34 万 4928 

2018年 12月～2019年 3月 220 万 0000 73 万 7450 10 万 7239 

合 計 3439 万 2000 1882 万 5748 233 万 4016 

 

対象期間 Ⓓ第二報酬  ⒶⒷⒸⒹ総計  

◇原資料 

第三者調査委

員会報告資料 

2012年 4月～12月 252 万 0000 528 万 0140 

2013年 1月～11月 606 万 0000 986 万 1290 

2013年 12月～2014年 11月 600 万 0000 1101 万 6387 

2014年 12月～2015年 11月 618 万 0000 1382 万 3341 

2015年 12月～2016年 11月 528 万 0000 1461 万 6046 

2016年 12月～2017年 11月 ― 1225 万 0456 

2017年 12月～2018年 11月 ― 1200 万 5235 

2018年 12月～2019年 3月 ― 304 万 4689 

合 計 2568 万 0000 8123 万 1764 
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円
か
ら
六
〇
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
全
体
の
報
酬
は
、
月
額
八
〇
万

円
～
九
〇
万
円
と
引
き
上
げ
ら
れ
、
「
経
営
専
門

監
」
の
時
の
報
酬
・
月
額
七
五
万
円
を
上
ま
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

◆
報
酬
の
年
額
が
一
四
〇
〇
万
円
前
後
に 

そ
の
後
も
、
さ
ら
に
基
本
給
の
引
き
上
げ
や
残

業
手
当
の
復
活
も
あ
っ
て
、
報
酬
の
月
額
は
一
〇

〇
万
円
を
こ
え
、
二
〇
一
五
年
・
二
〇
一
六
年
に

は
年
額
で
一
四
〇
〇
万
円
前
後
に
な
り
ま
し
た
。 

二
〇
一
六
年
一
〇
月
以
降
、
こ
の
「
日
額
給
」

は
と
つ
ぜ
ん
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
こ
ん
ど
は
、
勤
務
す
る
日
数
を
、
そ

れ
ま
で
の
週
三
日
か
ら
週
五
日
に
ふ
や
し
、
基
本

給
を
五
五
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
残
業
代
と
合
わ
せ
る
と
、
年
額
一
二
〇
〇

万
円
以
上
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。 

◆
「
日
額
給
」
と
い
う
名
前
の
ナ
ゾ…

 

 

し
か
し
、
こ
う
し
た
経
過
の
な
か
で
最
大
の

ナ
ゾ
は
、
三
年
九
カ
月
に
わ
た
っ
て
支
給
さ
れ

た
、
日
額
六
万
円
の
「
日
額
給
」
で
す
。 

こ
の
報
酬
に
は
、
雇
用
契
約
に
あ
る
基
本
給
と

ち
が
っ
て
、
法
律
や
条
例
に
基
づ
く
根
拠
が
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
歴
代

の
病
院
事
務
局
長
な
ど
、
関
係
職
員
で
も
説
明
が

で
き
ま
せ
ん
。
誰
が
ど
の
よ
う
な
経
過
で
決
め
た

の
か
を
裏
づ
け
る
契
約
書
や
決
裁
文
書
が
、
い
っ

さ
い
出
て
こ
な
い
の
で
す
。 

た
だ
し
、「
日
額
給
」
が
法
に
触
れ
る
ア
ブ
ナ
イ

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
関
係
職
員
も
承
知
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
「
日
額
給
」

が
と
つ
ぜ
ん
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

し
か
し
市
の
当
局
は
、
第
三
者
調
査
委
員
会

の
調
査
報
告
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
、
市
議
会
で

の
質
問
に
対
し
て
、
明
ら
か
に
ウ
ソ
の
答
弁
を

く
り
か
え
し
、
事
実
を
か
く
し
続
け
ま
し
た
。 

◆
大
坪
市
長
は
な
ぜ
逃
げ
る
の
か
？ 

大
坪
市
長
は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
二
九
日

の
市
議
会
で
、
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。 

「
決
定
権
限
の
あ
る
者
の
い
ず
れ
か
が
、
決
定
に

関
与
し
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

決
定
過
程
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
」 

「
専
決
権
限
を
与
え
ら
れ
た
個
々
の
職
員
の
具

体
的
責
任
を
問
う
こ
と
は
妥
当
で
な
く
、
部
下
職

員
を
一
般
的
に
管
理
監
督
す
べ
き
立
場
と
し
て

の
市
長
、
副
市
長
、
事
務
長
な
ど
の
責
任…
」。 

そ
し
て―

「
市
長
、
副
市
長
に
つ
い
て
は
令
和

二
年
四
月
一
日
か
ら
三
カ
月
の
給
料
減
額
」
「
病

院
の
院
長
、
事
務
長
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年

三
月
三
〇
日
付
で
処
分
」
と
い
う
こ
と
で
責
任
を

果
た
し
た
、
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
す
べ
き
不
正
事
件

の
原
因
な
ど
に
フ
タ
を
し
て
、
本
来
の
責
任
を
の

が
れ
る
態
度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◆
「
公
金
」
と
い
う
意
識
は
ど
こ
に
？ 

 

こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
河
内
氏
に
「
報
酬
」
と
し
て

渡
さ
れ
て
い
た
金
額
の
す
べ
て
が
「
公
金
」
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

市
立
病
院
で
い
う
な
ら
、
国
税
・
都
税
、
そ
し

て
市
税
と
市
民
の
健
康
保
険
料
金
で
あ
り
、
さ
ら

に
患
者
の
み
な
さ
ん
の
負
担
金
で
す
。 

 

市
民
が
法
や
条
例
や
規
則
を
守
っ
て
、
生
活
費

の
中
か
ら
納
め
た
「
公
金
」―

そ
の
支
出
を
任
さ

れ
た
者
が
法
も
規
則
も
守
ら
な
い
な
ら
、
そ
の
原

因
を
徹
底
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
市
長
を

は
じ
め
、
市
議
会
を
ふ
く
め
て
、
公
務
に
つ
い
て

い
る
者
の
当
然
の
責
任
で
す
。 

 

し
か
も
河
内
氏
は
、
市
立
病
院
の
「
経
営
困
難
」 

を
理
由
に
市
長
が
派
遣
し
た
職
員
で
し
た
。
そ
の

病
院
か
ら
「
法
外
な
報
酬
」
を
得
て
い
た
の
で
す
。 
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川
辺
堀
之
内
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

浅
川
の
左
岸
、
豊
田
、
川
辺
堀
之
内
、
上
田
の
一

部
を
含
む
面
積
約
一
八
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
域
は
、
小
規
模
な
宅
地
開
発
が
進
み 

               

     

つ
つ
も
、
市
内
で
は
貴
重
な
農
村
風
景
を
残
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
川
辺
堀
之
内
地
区
の
中
央

部
に
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
二
号
線
（
＝
国
道

二
〇
号
「
日
野
バ
イ
パ
ス
」）
の
延
伸
部
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
野
市
は
国
道
バ
イ 

               

 

パ
ス
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
周
辺
の
市
街
地
化
を

め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
二
〇
〇
五
年
に
、
国
に
よ
っ
て
バ
イ

パ
ス
延
伸
部
の
事
業
化
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に

合
わ
せ
て
、
市
は
、
そ
の
地
域
の
住
民
で
構
成
す

る
区
画
整
理
組
合
（
参
考
資
料—

①
）
に
よ
る
区
画

整
理
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。 

住
民
説
明
会
な
ど
を
行
い
、
二
〇
〇
六
年
一
二

月
に
は
「
組
合
設
立
準
備
会
」
を
結
成
し
、
二
〇

〇
九
年
三
月
に
、
東
京
都
知
事
か
ら
組
合
設
立
の

事
業
認
可
を
受
け
ま
し
た
。 

◆
総
額
七
八
・
九
億
円
に
の
ぼ
る
事
業
費 

 

こ
の
事
業
の
資
金
計
画
は
、
総
事
業
費
を
七
八
・

九
億
円
と
し
て
お
り
、
収
入
内
訳
は
国
が
負
担
す

る
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
（「
公
管
金
」）
が
三

二
・
二
億
円
、
東
京
都
の
補
助
金
が
〇
・
四
億
円
、

日
野
市
補
助
金
が
七
・
七
億
円
、
保
留
地
処
分
金

が
概
算
約
三
八
・
七
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
資

料
３
）
※ 

 

※
た
だ
し
、
資
料
３
に
示
さ
れ
た
資
金
計
画

は
、
当
初
の
予
算
額
か
ら
何
度
も
増
額
さ
れ

た
結
果
の
も
の
で
す
。
そ
の
過
程
で
、
不
審

＜参考資料―①＞「土地区画整理組合」とは？ 

  
土地区画整理（区画整理）は、「土地区画整理法」

に基づいて、各自治体の「都市計画区域」にある

土地について、公共施設の整備や改善、宅地の利

用の増進のために行う公共事業です。 

 土地区画整理組合（組合）は、区画整理を行う

主体として、この法律に定められた組織です。 

 組合は、計画地域の住民（土地の所有者、借地

権者など）が７人以上で計画を立て、組合の「定

款」を作り、市を通して都道府県知事に申請し、

認可を得て設立されます。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

川
辺
堀
之
内
の
土
地
区
画
整
理
組
合
を
舞
台
に 

 
第Ⅱ部 

  
 

 
 
―

二
人
の
元
副
市
長
の
共
演
が
生
ん
だ
フ
ハ
イ
の
数
々 
第Ⅱ部 

７ 

 

▲川辺堀之内土地区画整理組合の事務所 

 

 

 

 

 

 



 

 

な
こ
と
が
次
々
に
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
は
、
こ
の
後
で
伝
え
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
現
在
、
事
業
費
か
ら
見
た
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
率
（
し
ん
ち
ょ
く
り
つ
）
は
、
二
〇
一 

  

                  

八
年
末
で
八
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
は
最

終
局
面
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
こ
こ
で
も
巨
額
の
「
公
金
」
が
動
い
て
い
る 

資
料
３
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
区
画
整 

理
事
業
の
資
金
は
、
費
用
全
体
の
約
半
分
が
計

画
地
域
の
住
民
が
提
供
し
た
「
保
留
地
」
の
処 

分
金
で
あ
り
、
残
り
の
約
半
分
が
全
市
民
が
納

め
て
い
る
税
金
（
国
税
・
都
税
・
市
税
）
で
ま

か
な
わ
れ
る
事
業
で
す
。
ま
さ
に
「
公
金
」
そ

の
も
の
に
よ
る
公
共
事
業
な
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う

な
「
不
正
事
件
」
が
起
き
て
い
ま
し
た
。 

 １ 
河
内
氏
が
「
組
合
」
か
ら
受
け
取
っ
た 

一
億
八
千
万
円
を
こ
え
る
不
正
な
報
酬 

  

先
に
見
た
よ
う
に
「
市
立
病
院
院
長
相
談
役

だ
っ
た
」
河
内
久
男
氏
は
、「
法
律
違
反
の
兼

業
」
で
区
画
整
理
組
合
（
以
下
で
は
「
組
合
」）

の
「
理
事
長
相
談
役
」
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
河
内
氏
に
「
組
合
」
が
支
出
し
た
報
酬
は
、

二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で
の
八

年
間
余
で
二
億
一
五
〇
〇
万
円
余
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
う
ち
一
億
八
三
二
四
万
円
余

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
が
承
認
し
て
い
な
い
不
当

な
支
出
で
あ
っ
た
と
し
て
、
昨
年
・
二
〇
二
〇
年

の
一
〇
月
に
「
組
合
」
は
、
河
内
氏
に
対
し
て
「
返

還
」
を
求
め
る
訴
え
を
東
京
地
裁
に
起
こ
し
た
の

で
す
。 

 

次
の
ペ
ー
ジ
の
資
料
４
は
、
第
三
者
調
査
委

員
会
が
二
〇
二
〇
年
二
月
に
明
ら
か
に
し
た
河

内
氏
の
報
酬
な
ど
を
年
別
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
（
た
だ
し
、
二
〇
一
八
年
ま
で
の
総
計
一
億

七
二
九
三
万
九
〇
七
九
円
の
内
訳
で
す
）。 

こ
の
資
料
４
に
よ
っ
て
、「
組
合
」
か
ら
河
内
氏

に
渡
さ
れ
て
い
た
、
報
酬
の
流
れ
を
た
ど
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。 

◆
六
年
の
間
に
年
収
が
五
倍
を
超
え
た
！ 

理
事
長
相
談
役
に
つ
い
た
二
〇
一
二
年
度
の
報

酬
は
、
月
額
二
一
万
円
余×

八
カ
月
で
一
七
二
万

円
余
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
翌
二
〇
一
三
年
度
に
は
年
額
で
八

七
三
万
円
、
二
〇
一
四
年
度
に
は
一
八
〇
二
万
円
、

二
〇
一
五
年
度
二
七
四
八
万
円
、
二
〇
一
六
年
度

三
一
二
八
万
円
、
二
〇
一
七
年
度
四
四
〇
七
万
円
、

二
〇
一
八
年
度
四
一
六
〇
万
円
と
、
う
な
ぎ
上
り

で
ふ
く
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

た
め
し
に
、
二
〇
一
三
年
度
の
基
準
で
年
収
の 

資料３ 川辺堀之内区画整理事業 資金計画   

科 目 等 金額（億円） 

総事業費 78.9 

収

入

内

訳 

国 庫 公共施設管理者負担金 ａ 32.2 

東京都 補助金 0.4 

日野市 補助金 7.7 

保留地処分金 ｂ 約 38.7 

ａ 公共施設管理者負担金（公管金） 
区画整理事業によって公共施設用地を得る者が負担する金額のこ
と。（この場合は国道用地なので国が負担する） 

ｂ 保留地処分金－住民の提供した土地を売って得た資金 
計画地内の土地所有者が、一定の率（減歩率）で、無償提供した
土地（保留地）を処分することで得られる収入のこと。 

  
 

８ 



 

 

                         

                         

                         

資料４ 総額は 1億７千万円を超えていた 

河内氏に区画整理組合が支払った報酬等の実績<2012～2018> （円） 

対象年度 
給料・手当等 

①  

給料・手当等 

②  

給料・手当等 

③  

2012 172 万 8000 ― ― 

2013 379 万 8000 233 万 8110 ― 

2014 540 万 6000 683 万 8745 33 万 0000 

2015  660 万 9000 987 万 7900 203 万 2000 

2016 687 万 6000 872 万 5368 366 万 2000 

2017 904 万 5000 1306 万 9495 439 万 1500 

2018 1224 万 9756 1334 万 5668 105 万 0000 

合  計 4571 万 1756 5419 万 5286 1146 万 5500 
 

対象年度 
賞 与  

①  

賞 与  

②  

賞 与  

③  

2012  ― ― ― 

2013 19 万 6000 63 万 8520 ― 

2014 259 万 3400 285 万 9487 ― 

2015  337 万 4600 559 万 2868 ― 

2016 366 万 7200 746 万 8174 88 万 2000 

2017 507 万 9000 990 万 7140 258 万 2698 

2018 484 万 8600 1011 万 2850 ― 

合  計 2152 万 2800 3657 万 9039 346 万 4698 
   

対象年度 
各年度の総額 

［給料・手当等①～③＋賞与①～③］ 

倍 率 
※ 

2012  172 万 8000 ― 

2013 873 万 4630     1.00 

2014 1802 万 7632    2.06 

2015  2748 万 6368 3.15 

2016 3128 万 0742 3.58 

2017 4407 万 4833 5.05 

2018 4160 万 6874 4.76 

総計 １億７２９３万９０７９円 

◇「第三者調査委員会報告書」により作成  

※倍率は参考資料として付け加えたものです。 

 

９ 



 

 

倍
率
を
見
る
と
、
二
〇
一
七
年
度
に
五
倍
を
超
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

一
体
な
ぜ
、
マ
ジ
ッ
ク
と
も
言
え
る
よ
う
な
会

計
操
作
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

◆
年
収
は
、
こ
う
し
て
ふ
く
れ
あ
が
っ
た 

河
内
氏
は
、「
組
合
」
と
の
間
で
ま
ず
「
委
託
契

約
」
を
結
び
、
基
本
委
託
料
と
「
業
務
の
実
績
分

に
応
じ
た
委
託
料
」
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

同
時
に
「
組
合
事
務
職
員
」
と
し
て
の
扱
い

も
受
け
て
、
本
来
は
事
務
職
員
に
支
出
さ
れ
る

「
報
奨
手
当
」
や
「
休
日
勤
務
手
当
」
な
ど
を

名
目
と
す
る
手
当
ま
で
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
額
や
基
準
は
、
正
式
な
決
定
機
関

で
あ
る
理
事
会
で
は
な
く
、
議
事
録
が
残
ら
な

い
非
公
式
の
「
理
事
監
事
協
議
会
」
に
提
案
さ

れ
、
決
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

「
理
事
監
事
協
議
会
」
に
提
案
さ
れ
る
議
案
は
、

「
組
合
」
事
務
局
に
日
野
市
企
業
公
社
が
派
遣
し

た
職
員
ら
が
河
内
氏
の
指
示
を
受
け
て
作
成
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
河
内
氏
の
報
酬
は
、
人
件
費
で
あ
る

こ
と
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
、
工
事
費
や
調
査

設
計
費
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

第
三
者
委
員
会
の
調
査
に
対
し
て
、「
組
合
」
の

理
事
長
は
、
「
河
内
氏
の
具
体
的
な
報
酬
の
金
額

を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

税
の
負
担
を
お
ぎ
な
う
手
当
や 

ニ
セ
の
「
証
明
書
」
に
よ
る
「
脱
税
」
も 

 

「
組
合
」
は
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
二
〇
一
九

年
度
の
三
カ
年
、
理
事
、
理
事
長
相
談
役
、
事

務
局
職
員
な
ど
の
報
酬
に
か
か
る
税
の
負
担
を

軽
減
す
る
目
的
で
、「
特
別
損
失
補
償
」
と
称
す

る
手
当
を
出
し
て
い
ま
し
た
。 

合
計
一
五
名
に
総
額
六
一
七
四
万
円
が
支
給

さ
れ
、
こ
の
う
ち
河
内
氏
に
は
、
四
四
％
に
あ

た
る
二
七
二
九
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。 

土
地
区
画
整
理
法
は
、
建
物
移
転
な
ど
に
対
し

て
地
権
者
に
「
損
失
補
償
」
を
行
う
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
特
別
損
失
補
償
」
と
い
う

ま
ぎ
ら
わ
し
い
名
称
を
使
っ
て
、
不
当
な
手
当
の

実
態
を
か
く
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
「
組
合
」
は
、
同
じ

期
間
、
河
内
氏
に
八
通
、
組
合
全
体
で
合
計
五
一

通
の
ニ
セ
モ
ノ
の
「
公
共
事
業
用
資
産
の
買
い
取

り
等
の
証
明
書
」
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。 

本
来
の
「
公
共
事
業
用
資
産
の
買
い
取
り
等
の

証
明
書
」
は
、
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
地
区
内

の
建
物
移
転
な
ど
で
支
払
わ
れ
た
損
失
補
償
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
こ
と
で
す
。 

確
定
申
告
の
と
き
に
、
こ
の
証
明
書
を
税
務

署
に
提
出
す
れ
ば
、
税
を
軽
く
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

内
容
的
に
全
く
ニ
セ
の
「
証
明
書
」
を
発
行

し
て
、
脱
税
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
。 

 

◆
「
組
合
」
の
事
業
費
を 

「
職
員
互
助
会
」
に
横
流
し
し
て
い
た 

 

 

こ
の
ほ
か
に
も
、
理
事
長
相
談
役
の
河
内
氏
や

理
事
、
事
務
職
員
な
ど
で
構
成
す
る
「
互
助
会
」

を
つ
く
っ
て
、「
組
合
」
の
事
業
費
か
ら
毎
月
一
〇

〇
万
円
の
「
助
成
金
」
を
支
出
し
、「
商
品
券
の
購

入
」
や
「
定
期
預
金
の
積
み
立
て
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
ず
れ
も
、
区
画
整
理
事
業
を
よ
く
知
っ
て

い
る
者
で
な
け
れ
ば
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
犯

罪
的
行
為
で
あ
り
、
フ
ハ
イ
そ
の
も
の
で
す
。 

市
と
と
も
に
調
査
に
入
っ
た
東
京
都
は
、
当
然

の
こ
と
と
し
て
「
互
助
会
」
へ
の
助
成
や
「
特
別

損
失
補
償
」
の
返
還
を
勧
告
し
、
す
で
に
全
額
を

返
還
さ
せ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
ウ
ソ
の
「
買
い
取
り
証
明
書
」
に
よ
る

「
脱
税
」
行
為
に
つ
い
て
も
、
確
定
申
告
の
更
正
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手
続
き
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。 

 

３ 
な
ぜ
、
特
定
の
二
社
が
独
占
し
た
？ 

―

工
事
の
入
札
談
合
に
つ
い
て
の
疑
惑 

 
 

川
辺
堀
之
内
の
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
九
年
の
九
年
間
に
、

二
〇
回
に
の
ぼ
る
指
名
競
争
に
よ
る
工
事
入
札

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
一
年
に
行
わ
れ
た
入
札
で
は
、
Ａ
社

が
予
定
価
格
の
八
四
％
で
落
札
し
ま
し
た
（
Ａ

社
は
倒
産
し
、
そ
の
後
の
入
札
に
は
不
参
加
）。 

◆
「
落
札
率
」
が
九
九
％
に
な
っ
た 

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
河
内
氏
が
理

事
長
相
談
役
に
就
任
し
た
後
に
行
わ
れ
た
一
九

回
の
入
札
で
は
、
落
札
率
（
※
）
が
す
べ
て
九
〇
％

台
に
上
が
り
、
特
に
二
〇
一
三
年
八
月
に
「
予
定

価
格
の
事
前
公
表
制
」
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
の
一

五
回
の
落
札
率
は
、
す
べ
て
九
九
％
以
上
に
な
り

ま
し
た
。 

※
落
札
率 

予
算
に
計
上
し
た
金
額
に
対
し
て

落
札
し
た
金
額
の
率
を
い
う
。 

し
か
も
、
Ｂ
社
、
Ｃ
社
の
２
社
が
交
互
に
落
札

す
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
や
都
の
補
助
金
が
入
っ
た
工
事
に
お
け
る

入
札
は
、
市
や
都
に
準
じ
た
方
式
で
行
う
こ
と
が

指
導
さ
れ
て
お
り
、「
組
合
」
の
「
工
事
請
負
規
程
」

で
も
、
五
社
～
一
〇
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
適
切
な
競
争
で
請
負

業
者
を
決
め
る
」
と
い
う
法
の
原
則
か
ら
見
て
、

欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、「
公
金
」
に
よ
る
公
共

事
業
に
と
っ
て
は
、
絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。 

◆
「
組
合
規
程
」
違
反
の
入
札
や
「
談
合
」
？ 

と
こ
ろ
が
、
二
〇
回
行
わ
れ
た
入
札
の
う
ち
、

三
回
は
「
規
程
」
に
反
す
る
四
社
の
参
加
で
し
た
。 

ま
た
五
社
以
上
が
参
加
す
る
入
札
で
も
、
予
定

価
格
が
公
表
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予

定
価
格
を
こ
え
る
「
無
効
の
入
札
」
が
行
わ
れ
た

り
、
予
定
価
格
と
同
額
の
入
札
、
あ
る
い
は
「
入

札
辞
退
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
公
正
な
競
争
を
成

り
立
た
な
く
さ
せ
る
行
為
が
く
り
か
え
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

「
受
注
調
整
を
し
て
い
な
い
か
」
と
い
う
日
野
市

の
質
問
書
に
、「
組
合
」
は
、「
受
注
調
整
の
事
実

は
な
い
」
と
文
書
回
答
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
職
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、「
実
質

的
に
二
社
の
競
争
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
「
慣
れ
」

の
部
分
が
あ
っ
た
」
「
市
内
業
者
へ
の
発
注
に
配

慮
し
た
結
果
だ
」
な
ど
と
答
え
て
い
ま
す
。 

◆
な
ぜ
「
公
正
取
引
委
員
会
」
に
通
知
し
な
い
？ 

公
共
工
事
に
つ
い
て
の
公
正
な
入
札
や
契
約

の
た
め
に
、「
公
共
工
事
入
札
・
契
約
適
正
化
法
」

が
二
〇
〇
〇
年
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、

入
札
談
合
な
ど
の
行
為
が
あ
っ
た
と
疑
う
に
足

る
事
実
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
公
正
取
引
委
員
会 

に
通
知
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。 
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＜参考資料―②＞「公正取引委員会」とは？ 

  
公正取引委員会（「公取」こうとり））は、「独占

禁止法」（私的独占の禁止及び公正取引の確保に関

する法律）で、内閣府に置かれている機関です。 

「公取」の任務は６項目で「不公正な取引方法の

規制」「独占的状態の規制」に関することがふく

まれており、日野市で起きた「不正事件」は、と

うぜん対象になると見ることができます。 

公取は、内閣機関の一つですが、独立した機関

として、強い調査権限を持ち、結果の公表のほか

に、住民の公聴会をひらくこともできます。 
 

 



 

 

ま
た
、
公
正
取
引
委
員
会
は
「
入
札
談
合
が
あ

る
と
推
測
で
き
る
場
合
」
の
例
と
し
て
、「
入
札
参

加
者
の
落
札
回
数
が
均
等
と
な
っ
て
い
る
等
、
落

札
結
果
に
何
ら
か
の
規
則
性
が
み
ら
れ
る
」
な
ど

を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
川
辺
堀
之
内
の
「
組
合
」
で
行

わ
れ
た
一
連
の
入
札
・
契
約
は
「
入
札
談
合
が
あ

る
と
推
察
で
き
る
」
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
は
、
ま

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

日
野
市
は
な
ぜ
、
公
正
取
引
委
員
会
に
通
知
し

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
こ
で
も
「
日
野
市
当
局
は
、
公
金
に
対
す
る

意
識
が
ゆ
が
ん
で
い
る
」
と
い
わ
れ
て
も
、
仕
方

が
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

４ 

不
正
や
腐
敗
の
土
台
に
あ
る
の
は 

豊
か
す
ぎ
る
「
資
金
計
画
」
だ
っ
た 

 

「
組
合
」
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
不
正

や
疑
惑
を
書
き
出
し
て
み
る
と―

 

◇
河
内
氏
へ
の
高
額
な
「
報
酬
」
の
支
払
い 

◇
理
事
や
事
務
職
員
へ
の
「
特
別
損
失
補
償
」

な
ど
の
法
外
な
支
払
い
。 

◇
「
互
助
会
」
へ
の
助
成
金
の
毎
月
の
支
出 

◇
「
入
札
談
合
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
」
工
事
の
入
札
と
業
者
契
約 

な
ど
な
ど
の
例
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

◆
豊
か
す
ぎ
る
「
資
金
計
画
」
は 

ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
か 

 
 

あ
き
れ
る
ば
か
り
で
す
が
、
で
は
な
ぜ
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
し
て
実

行
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
答
え
は
カ
ン
タ
ン
で
す
。「
組
合
」
が
豊

富
な
財
源
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

し
か
し
い
ま
、
全
国
的
に
見
て
も
、
資
金
難

に
お
ち
い
る
区
画
整
理
事
業
が
多
い
中
で
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。 

資
料
５
で
は
、
あ
ら
た
め
て
川
辺
堀
之
内
の

土
地
区
画
整
理
事
業
の
資
金
計
画
の
変
化
を
示

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
、

資
金
計
画
の
流
れ
を
見
ま
し
ょ
う
。 

二
〇
〇
八
年―
総
額
は
六
四
・
三
億
円 

二
〇
〇
八
年
四
月
に
、
国
土
交
通
省
か
ら
受

け
た
「
公
管
金
」（
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
＝

こ
の
場
合
は
国
道
用
地
取
得
の
た
め
の
資
金
）

の
内
示
額
は
二
五
億
円
で
し
た
。 

こ
れ
に
、
日
野
市
か
ら
の
補
助
金
が
三
・
六
億

円
、
東
京
都
の
補
助
金
〇
・
四
億
円
、
公
示
さ
れ 

                      

  

   
 資料５ ９年間で１４億６千万円が増額された 

川辺堀之内の区画整理事業の資金計画の変化の流れ     （円） 
             

計画年次 総 額 
国 庫 

「公管金」 

東京都 

補助金 

日野市 

補助金 

保留地 

処分金 

2008年 ６４.３億 25.0 億 0.4 億 3.6 億 35.3 億 

2009年 ６８.２億 29.2 億 0.4 億 7.0 億 31.6 億 

2017年 ７８.９億 32.2 億 0.4 億 7.0 億 38.7 億 

日野市の資料から作成 金額が変化した流れは、本文にくわしく書いてあります。 
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た
地
価
を
も
と
に
算
定
し
た
「
保
留
地
処
分

金
」
を
三
五
・
三
億
円
と
見
込
ん
で
、
事
業
資

金
の
総
額
を
六
四
・
三
億
円
と
見
積
も
っ
て
い

ま
し
た
。 

 
 
 

二
〇
〇
九
年―
総
額
が
六
八
・
二
億
円
に 

次
に
、
東
京
都
か
ら
事
業
認
可
を
受
け
て
二
〇

〇
九
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
一
回
資
金
計
画
」
段

階
に
お
け
る
収
入
見
込
み
で
す
。 

ま
ず
総
額
が
六
八
・
二
億
円
に
増
え
て
い
ま
す
。

内
訳
を
見
る
と
、
国
の
「
公
管
金
」
が
四
・
二
億 

円
増
え
て
二
九
・
二
億
円
に
、
日
野
市
の
補
助
金

が
三
・
四
億
円
増
え
て
七
億
円
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
一
方
で
「
保
留
地
処
分
金
」
は
、
三
・
七

億
円
減
っ
て
三
一
・
六
億
円
と
見
積
も
ら
れ
て
い

ま
す
。 

こ
う
し
た
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
へ

の
資
金
計
画
へ
の
変
更
は
、
な
ぜ
行
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

そ
の
事
情
が
、
市
当
局
が
市
議
会
に
提
出
し
た

「
打
合
録
」（
二
〇
〇
八
年
五
月
）
な
ど
か
ら
、
日

野
市
役
所
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

① 

国
交
省
に
対
し
て
「
公
管
金
」
の
増
額
を 

要
求
す
る
こ
と
に
し
て
、
交
渉
す
る
た
め
の
足

場
と
し
て
「
公
管
金
」
の
予
算
額
を
二
九
・
二

億
円
に
引
き
上
げ
る
。 

② 

事
業
を
安
定
、
安
全
に
運
営
す
る
た
め
に
、 

「
保
留
地
処
分
金
」
に
つ
い
て
実
際
の
地
価
の
公 

示
価
格
よ
り
も
低
め
に
設
定
し
、
三
・
七
億
円

の
減
額
を
行
う
。 

③ 

交
渉
に
よ
っ
て
「
公
管
金
」
が
引
き
上
が
ら 

な
か
っ
た
場
合
の
「
保
険
」
と
し
て
、
市
の
補

助
金
を
三
・
四
億
円
増
や
し
て
お
く
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
事
業
資
金
は
大
幅

に
増
額
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

二
〇
一
七
年―

総
額
が
七
八
・
九
億
円
に 

次
は
、
二
〇
一
七
年
に
策
定
さ
れ
た
第
五
回
資

金
計
画
で
す
が
、
総
額
が
七
八
・
九
億
円
と
大
き

く
ふ
く
れ
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
の
内
訳
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
に
国
庫
の
負
担
で
あ
る
「
公
管
金
」
が
確 

定
し
て
、
三
二
・
二
億
円
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
当
初
の
内
示
額
二
五
億
円
か
ら
見
て
、

七
・
二
億
円
と
い
う
大
幅
な
増
額
で
す
。 

 

第
二
に
、
保
留
地
処
分
が
順
調
に
進
ん
で
、
第

一
回
資
金
計
画
よ
り
も
七
・
一
億
円
も
上
ま
わ
る

三
八
・
七
億
円
を
見
込
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
国
庫
負
担
と
保
留
地
処
分
金
の

増
額
、
さ
ら
に
日
野
市
か
ら
の
補
助
金
が
倍
近
く

に
増
額
さ
れ
て
、
当
初
の
計
画
に
比
べ
、
大
幅
な

収
入
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 ◆
「
公
金
」
を
食
い
物
に
す
る
集
団
か
？ 

な
ぜ
、
市
に
「
補
助
金
」
を
返
さ
な
い 

 

こ
こ
で
、
根
本
的
と
い
う
べ
き
、
大
き
な
疑
問

が
わ
い
て
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
大
幅
な
収
入
増
が
見
込
め
た
の

に
、「
組
合
」
は
な
ぜ
、
市
か
ら
の
補
助
金
を
返
さ

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

少
な
く
と
も
、
国
の
「
公
管
金
」
が
引
き
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
「
保
険
」
と
し
て
計
上
し

た
日
野
市
か
ら
の
三
・
四
億
円
は
、
減
額
す
べ
き

で
し
た
。
し
か
し
ま
っ
た
く
逆
に
、
市
の
補
助
金

は
ま
た
も
〇
・
七
億
円
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。 

じ
つ
は
、
そ
の
前
年
二
〇
一
六
年
の
「
組
合
」

の
総
会
直
前
ま
で
、
市
の
補
助
金
を
さ
ら
に
二
・

一
億
円
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る

「
事
業
計
画
変
更
の
議
案
」
が
準
備
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い 

て
は
、
市
が
同
意
し
な
か
っ
た
の
で
、「
マ
ボ
ロ
シ

の
計
画
」
と
な
り
ま
し
た
が
、「
組
合
」
は
補
助
金

の
さ
ら
な
る
増
額
を
要
求
し
、
市
に
働
き
か
け
て

い
た
の
で
す
。 

こ
う
し
て
「
公
管
金
」
と
保
留
地
処
分
金
を

合
わ
せ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
の
見
込
み
に
比
べ
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て
、
一
〇
・
六
億
円
も
ふ
く
れ
上
が
る
、
大
幅

な
増
額
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
も
、
市
の
補
助
金
が
削
減
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
七
・
七
億
円
と
当
初
の
見
込
み
額
の

二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
「
豊
か
な
事

業
資
金
」
が
、
不
正
や
フ
ハ
イ
の
土
台
に
な
っ

た
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。 

 
 ５ 

河
内
元
副
市
長
、
堀
之
内
元
副
市
長
は 

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の
か
？ 

 

こ
こ
で
、
こ
う
し
た
流
れ
を
可
能
に
し
た
二
人

の
主
体
者
を
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

川
辺
堀
之
内
の
区
画
整
理
に
は
、
日
野
市
内
の

区
画
整
理
事
業
に
長
年
か
か
わ
り
、
区
画
整
理
の

制
度
に
精
通
し
た
二
人
の
元
副
市
長
が
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

河
内
久
男
氏
は―

 

馬
場
市
政
に
お
い
て
、
二
〇
〇
九
年
六
月
ま

で
の
一
二
年
間
に
わ
た
っ
て
副
市
長
を
つ
と
め

て
い
た
河
内
氏
は
、
二
〇
〇
五
年
の
都
市
計
画

道
路
（
国
道
バ
イ
パ
ス
延
伸
部
）
の
事
業
化
か

ら
、
二
〇
〇
九
年
三
月
の
「
組
合
」
設
立
に
よ

る
事
業
認
可
に
至
る
ま
で
、
こ
の
川
辺
堀
之
内

の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
す
る
中
心
に
立

っ
て
い
ま
し
た
。 

堀
之
内
和
信
氏
は―

 

馬
場
市
政
で
、
河
内
氏
と
と
も
に
、
市
内
各

地
の
区
画
整
理
事
業
に
長
年
た
ず
さ
わ
っ
て
い

た
堀
之
内
氏
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
に
市
役
所

を
退
職
し
た
後
、
同
年
四
月
、
市
の
外
郭
団
体

で
あ
る
日
野
市
企
業
公
社
（「
企
業
公
社
」）
の

社
長
に
就
き
ま
し
た
。 

 

◆
す
べ
て
は
「
組
合
」
か
ら
「
企
業
公
社
」 

へ
の
全
面
的
な
委
託
か
ら
始
ま
っ
た 
 

堀
之
内
氏
の
社
長
就
任
と
同
時
に
、「
企
業
公 

社
」
は
川
辺
堀
之
内
の
「
組
合
」
の
設
立
準
備
会

と
の
間
で
、「
組
合
設
立
認
可
申
請
作
業
」
の
委
託

契
約
を
結
び
、
東
京
都
に
対
す
る
設
立
認
可
申
請

の
事
務
に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に
組
合
設
立
認
可

を
受
け
る
と
、「
企
業
公
社
」
は
「
組
合
」
と
の
間

で
「
業
務
・
事
務
委
託
契
約
」
を
締
結
し
て
、
川

辺
堀
之
内
土
地
区
画
整
理
事
業
の
全
面
的
な
委

託
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

第
Ⅰ
部
に
あ
る
よ
う
に
、
河
内
氏
は
、
二
〇
〇

九
年
六
月
、
副
市
長
を
退
任
し
た
後
、
二
〇
一
三

年
三
月
ま
で
日
野
市
立
病
院
の
経
営
専
門
監
を

務
め
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
退
任
後
の
同
年
四
月 

か
ら
は
、
臨
時
職
員
と
し
て
市
立
病
院
長
相
談
役

に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
、
川
辺
堀
之

内
の
区
画
整
理
組
合
（「
組
合
」）
の
「
理
事
長
相

談
役
」
に
就
任
し
ま
す
。（
※
） 

※
こ
れ
が
違
法
な
「
兼
業
」
だ
っ
た
こ
と
は
、
第

Ⅰ
部
で
見
た
通
り
で
す
。 

 

◆
河
内
氏
を
「
組
合
」
の
理
事
長
相
談
役
に 

 

推
せ
ん
し
た
の
は
堀
之
内
氏
だ
っ
た 

 

じ
つ
は
こ
の
時
、「
組
合
」
に
対
し
て
河
内
氏
を

「
理
事
長
相
談
役
」
と
し
て
推
せ
ん
し
た
の
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
企
業
公
社
社
長
の
堀
之
内
氏
で
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
組
合
」
と
「
企
業
公
社
」

の
間
で
結
ん
で
い
た
業
務
・
事
務
委
託
契
約
の
一

部
が
、「
河
内
氏
と
の
個
人
委
託
契
約
」
に
切
り
か

え
ら
れ
た
の
で
す
。 

河
内
氏
が
理
事
長
相
談
役
に
な
っ
た
翌
月
、
二

〇
一
三
年
六
月
に
堀
之
内
氏
は
企
業
公
社
の
社

長
を
退
任
し
て
、
馬
場
市
長
の
後
を
継
い
だ
大
坪

市
長
の
下
で
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
堀
之
内
氏
は
、
こ
ん
ど
は
日
野
市
政
の

最
高
幹
部
と
し
て
、
市
政
の
側
か
ら
区
画
整
理
に
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関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
し
た
経
過
を
ふ
り
か
え
る
と
、
河
内
氏
と

堀
之
内
氏
の
二
人
の
元
副
市
長
が
、
一
方
は
副
市

長
か
ら
「
区
画
整
理
組
合
の
理
事
長
相
談
役
」
に

な
り
、
一
方
は
「
市
の
企
業
公
社
の
社
長
」
か
ら

副
市
長
に
就
い
て
、
あ
る
時
は
日
野
市
政
の
立
場

か
ら
、
あ
る
時
は
受
託
企
業
の
側
や
「
組
合
の
理

事
長
相
談
役
」
と
し
て
、
み
ご
と
に
息
を
合
わ
せ

つ
つ
、
コ
ン
ビ
と
し
て
仕
事
を
進
め
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

◆
日
野
市
の
補
助
金
の
支
出
に
も
疑
問
が
？ 

「
組
合
」
に
対
す
る
日
野
市
の
補
助
金
の
出
し

方
に
も
、
疑
い
が
あ
り
ま
す
。 

市
の
補
助
金
の
大
ワ
ク
は
資
金
計
画
で
決
め

ら
れ
ま
す
が
、
実
際
の
支
出
は
、「
要
綱
」（「
日
野

市
土
地
区
画
整
理
事
業
助
成
要
綱
」
）
が
定
め
て

い
る
「
事
業
内
容
の
な
か
の
個
々
の
助
成
対
象
」

や
「
基
準
」
な
ど
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
三
年
度
に

は
、
当
時
の
「
要
綱
」
で
は
助
成
対
象
と
な
っ
て

い
な
か
っ
た
「
六
メ
ー
ト
ル
未
満
の
街
路
築
造
工

事
」
や
「
水
路
築
造
工
事
」
に
対
し
て
、
補
助
金

が
交
付
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

明
ら
か
な
「
要
綱
」
違
反
で
あ
り
、
な
ん
ら
か

の
力
が
働
か
な
け
れ
ば
、
起
き
る
は
ず
の
な
い
こ

と
で
し
た
。 

    

               
  ◆

タ
イ
ホ
の
理
由
は
こ
れ
だ
！ 

三
人
の
タ
イ
ホ
の
直
接
容
疑
は
「
サ
ギ
罪
」
で

す
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

       

こ
の
事
態
を
前
に
し
て
大
坪
市
長
は
、
ウ
ソ
の

事
業
計
画
を
「
見
抜
け
な
か
っ
た
」「
審
査
体
制
に

問
題
が
あ
っ
た
」
と
い
い
ま
し
た
。「
サ
ギ
の
被
害

者
は
日
野
市
」
で
あ
り
、
職
員
た
ち
の
「
審
査
体

制
」
に
問
題
が
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
す
。 

 
 

け
れ
ど
も
、
先
に
見
た
よ
う
に
、「
事
業
計
画
」

の
決
定
や
見
直
し
は
市
役
所
で
行
わ
れ
て
お
り
、 

最
高
幹
部
で
あ
る
元
・
現
の
副
市
長
二
人
が
具
体

的
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
馬
場
市
長
も

大
坪
市
長
も
、
決
裁
者
の
職
に
あ
り
ま
し
た
。 

◆
大
坪
市
長
は
や
っ
と
「
責
任
」
を
認
め
た
が…

 

こ
と
し
二
月
二
六
日
の
市
議
会
で
、
大
坪
市
長

は
「
私
が
引
き
起
こ
し
た
事
件
」
で
あ
る
と
発
言

し
ま
し
た
。
つ
い
に
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
、
全
体
の
経
過
に
つ
い
て
の
解
明

は
、
は
じ
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
す
。 

川
辺
堀
之
内
の
区
画
整
理
の
「
第
五
次
事

業
計
画
」（
二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
、
自
分

た
ち
が
受
け
取
っ
た
多
額
な
報
酬
を
、「
人
件

費
」
と
分
か
ら
な
い
よ
う
に
「
工
事
費
」
な

ど
に
組
み
こ
ま
せ
て
計
画
の
水
増
し
を
し
、

補
助
金
の
一
部
を
ダ
マ
シ
取
っ
た―

。 

 

★
こ
こ
で
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
！ 

<

そ
の
１> 

区
画
整
理
の
「
事
業
資
金
計
画
」
作
り
に
、 

二
人
の
元
副
市
長
が
直
接
関
係
し
て
い
た 

先
に
見
た
川
辺
堀
之
内
の
区
画
整
理
の
「
事
業

計
画
」
の
見
直
し
・
変
更
に
は
、
当
時
日
野
市
の

副
市
長
だ
っ
た
河
内
氏
と
企
業
公
社
社
長
だ
っ

た
堀
之
内
氏
が
、
市
役
所
の
区
画
整
理
課
の
職

員
と
共
に
同
席
し
、
協
議
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
、
市
議
会
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。（
二
〇
二
〇

年
一
二
月
市
議
会
で
の
市
の
答
弁
） 

<
そ
の
２> 

警
察
に
よ
る
河
内
氏
の
タ
イ
ホ
の
理
由
は
事
業

費
に
組
み
込
ん
だ
報
酬
の
サ
ギ
！ 

こ
と
し
二
月
一
七
日
に
、
河
内
氏
と
企
業
公
社

の
元
職
員
二
名
が
警
察
に
タ
イ
ホ
さ
れ
ま
し

た
。
元
公
社
職
員
の
う
ち
一
人
は
、
か
つ
て
日
野

市
役
所
で
部
長
の
職
に
あ
っ
た
者
で
し
た
。 
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高
幡
不
動
尊
（
高
幡
山
明
王
院
金
剛
寺
）
の
ご

厚
意
で
、
そ
の
敷
地
の
一
部
を
借
り
て
、
半
世
紀

以
上
も
開
設
さ
れ
て
い
た
「
日
野
市
立
た
か
は
た

保
育
園
」
が
廃
園
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
四
年 

の
四
月
の
こ
と
で
す
。 

◆
「
保
育
園
廃
止
」―

子
ど
も
ら
の
権
利
は
？ 

市
か
ら
園
児
の
保
護
者
に
対
し
て
「
借
地
を
返

還
す
る
た
め
に
廃
止
し
、
そ
の
機
能
を
代
替
す

る
民
間
保
育
園
を
つ
く
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ

た
の
は
、
廃
止
に
な
る
二
年
前
、
二
〇
一
二
年

三
月
の
こ
と
で
し
た
。 

 

通
園
し
て
い
る
保
育
園
が
な
く
な
り
、
園
を

移
る
よ
う
に
せ
ま
ら
れ
る
の
は
、
子
ど
も
に
と

っ
て
も
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
生

活
を
変
え
る
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。 

二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
、
横
浜
市
立
保
育
園
の

民
営
化
を
め
ぐ
る
裁
判
で
、
最
高
裁
判
所
が
次
の

判
決
を
出
し
ま
し
た
。 

「
特
定
の
保
育
園
で
保
育
を
受
け
て
い
る
児
童 

と
保
護
者
は
、
期
間
満
了
（
卒
園
）
ま
で
保
育
を 

第Ⅲ部 

＜参考資料―③＞日野市企業公社とは？  ［企業公社のホームページによる］ 

  
◆日野市企業公社は、1991 年に設立された組織で、「日野市のあらゆる施設管理 

運営事業等の公共事業に関して、公平な市民サービスを提供する」ことを目的 

にしています。発足時は任意団体でしたが、1995 年に株式会社になりました。 

資本金は 3000 万円、出資者は日野市です。 

◆現在、日野市に直接関連した、「福祉」「市役所支援」「展示」「観光」「清掃」 

「公共設備の保守・管理」「まちづくり」などの事業分野で委託された事業を展 

開しています。このうち、「まちづくり」では次の実績があります。 

川辺堀之内土地区画整理組合設立認可事業、区画整理施工管理事業（日野駅 

北地区、平山地区、東豊田地区、東光寺上第１、地区、日野台二丁目地区）、公 

共施設小規模修繕等完了検査事業、豊田南地区豊田駅周辺高度利用調査事業 

 

 
 
 
 
 
 
 

市
立
た
か
は
た
保
育
園
の
廃
止
と
民
営
化 

 
 

 
 

―
そ
の
カ
ゲ
で
進
め
ら
れ
た
「
不
法
な
事
業
」
と
は 

 

 

第Ⅲ部 

 

▲高幡不動尊は日野市のシンボルの一つです 
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受
け
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
法
的
な
立
場
に
あ

る―
」 

こ
の
判
決
か
ら
見
る
と
、
市
立
た
か
は
た
保
育

園
の
突
然
の
廃
止
は
、
明
ら
か
に
子
ど
も
や
保
護

者
の
権
利
を
う
ば
う
も
の
で
し
た
。 

と
う
ぜ
ん
保
護
者
た
ち
か
ら
は
、
日
野
市
に
対

し
て
、
次
の
よ
う
な
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

「
せ
め
て
新
設
す
る
民
間
保
育
園
の
選
定
に
は
、

当
事
者
で
あ
る
保
護
者
を
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
」

「
保
育
の
質
を
守
る
た
め
に
、
保
護
者
の
意
見
を

反
映
し
た
、
新
し
い
保
育
園
に
つ
い
て
の
『
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
』
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」…

 
 
 

し
か
し
日
野
市
は
、「
時
間
の
余
裕
が
な
い
」
と

い
っ
て
、
こ
う
し
た
保
護
者
の
要
望
を
す
べ
て
無

視
し
ま
し
た
。 

◆
河
内
氏
が
「
市
長
の
特
命
」
で…

 

二
〇
一
二
年
四
月
に
「
市
立
病
院
長
相
談
役
」

に
な
っ
て
い
た
河
内
氏
は
、
こ
の
市
立
た
か
は
た

保
育
園
の
廃
止
・
民
営
化
に
つ
い
て
も
、
深
く
か

か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
が
オ
モ
テ
に
出
て
き
た
の
は
、
市
立
病
院

に
お
け
る
河
内
氏
の
「
兼
業
と
二
重
報
酬
」
が
市

議
会
で
問
題
に
な
っ
た
、
二
〇
一
九
年
以
降
の
こ

と
で
す
。 

河
内
氏
は
、（
第
Ⅰ
部
に
あ
る
）
第
三
者
調
査
委

員
会
が
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、「
市
立
病
院
・
院

長
相
談
役
」
を
つ
と
め
な
が
ら
「
区
画
整
理
組
合
」

や
「
保
育
園
の
機
能
移
転
」
な
ど
に
か
か
わ
っ
た

の
は
、「
市
長
の
特
命
」
に
よ
る
も
の
で
「
公
務
」

だ
っ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。 

金
剛
寺
と
市
の
間
の
「
借
地
返
還
」
の
約
束
期

限
が
二
年
後
に
せ
ま
る
な
か
で
、
「
市
立
た
か
は

た
保
育
園
の
廃
止
と
民
営
化
を
進
め
る
」
た
め
に
、

馬
場
元
市
長
や
大
坪
現
市
長
は
、「
公
務
」
と
し
て

指
示
し
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
河

内
氏
の
力
」
に
頼
っ
た
わ
け
で
す
。 

し
か
し
そ
れ
は
、
市
民
の
目
か
ら
か
く
れ
た

と
こ
ろ
で
、「
法
に
も
ふ
れ
る
強
引
な
手
法
」
に

よ
っ
て
進
め
る
「
事
業
」
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 １ 

保
育
園
を
運
営
す
る
法
人
を
選
ん
だ 

不
明
な
選
定
の
過
程
と
手
続
き
の
不
正 

 
  

日
野
市
当
局
か
ら
市
議
会
に
出
さ
れ
た
資
料
で

読
む
と
、
新
し
く
開
設
さ
れ
る
保
育
園
の
運
営
法

人
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
二
八
日
に
開
か
れ
た

「
た
か
は
た
保
育
園
機
能
移
転
に
伴
う
受
注
法

人
選
考
会
」（「
法
人
選
考
会
」）
で
決
定
さ
れ
た
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
選
考
会
で
選
考
委
員
を
務
め
た
の
は
、
次

の
五
名
の
人
た
ち
で
し
た
。 

▪
日
野
市
（
三
人
） 

子
ど
も
部
長
・
健
康
福
祉
部
長
・
保
育
課
長 

▪
ひ
の
っ
子
す
く
す
く
プ
ラ
ン 

推
進
協
議
会
会
長 

・
日
野
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長 

◆
運
営
法
人
を
決
め
る
選
考
の
基
準
は
？ 

こ
の
選
考
会
に
向
け
、
八
日
前
の
九
月
二
〇

日
に
子
ど
も
部
保
育
課
が
作
り
、
役
所
内
で
決

定
し
た
「
法
人
の
選
考
基
準
」
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
「
た
か
は
た
保
育
園
機
能
移
転
に
伴
う
受

託
運
営
選
考
に
係
る
基
準
」
に
は
、
次
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◇
選
考
会
で
行
う
こ
と 

▪
運
営
候
補
法
人
に
よ
る 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

▪
選
考
作
業
選
考 

▪
結
果
報
告 

◇
選
考
す
る
運
営
法
人 

▪
民
間
保
育
園
連
合
会
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た 

も
の 

◇
選
考
手
順 

▪
あ
ら
か
じ
め
市
が
定
め
た
「
法
人
選
考
基
準
表
」

に
基
づ
い
て
採
点
す
る 

▪
合
計
点
数
の
高
い
者
と
す
る 
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◆
選
考
委
員
会
が
開
か
れ
る
三
日
前
に 

受
注
す
る
法
人
が
決
ま
っ
て
い
た
！ 

 

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
「
選
考
会
で
運
営

法
人
を
決
定
し
た
」
と
い
う
説
明
を
く
つ
が
え
す

資
料
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
文
書
は
「
た
か
は
た
保
育
園
機
能
移
転
に

伴
う
確
認
書
」
と
い
い
ま
す
。 

二
〇
一
二
年
九
月
二
五
日
の
日
付
で
作
成
さ

れ
、
当
事
の
馬
場
市
長
（
甲
）
と
、
用
地
の
地
主

（
乙
）、
保
育
園
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
（
丙
）

の
三
者
が
押
印
し
た
「
確
認
文
書
」
で
す
。 

そ
の
文
書
で
「
確
認
さ
れ
た
こ
と
」
は
、
次
の

四
点
で
し
た
。 

 

１ 

市
は
、
地
主
（
乙
）
に
保
育
園
園
舎
の
確
保

を
お
願
い
し
、
社
会
福
祉
法
人
（
丙
）
に
は
保

育
園
の
設
置
・
運
営
を
お
願
い
す
る
こ
と 

２ 

地
主
（
乙
）
は
、
自
身
の
土
地
を
中
心
に
「
現

市
立
た
か
は
た
保
育
園
と
同
規
模
以
上
の
保

育
園
舎
」
と
「
経
営
を
予
定
し
て
い
る
診
療
所
」

を
建
設
す
る
こ
と 

３ 

社
会
福
祉
法
人
（
丙
）
は
、
市
の
依
頼
を
受

け
、
地
主
か
ら
保
育
園
舎
を
借
り
受
け
、
保
育

園
を
設
置
・
運
営
す
る
こ
と 

４ 

市
は
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
、
予
算
の
範
囲 

 

 

内
で
助
成
す
る
こ
と 

こ
れ
ら
の
四
点
が
、
三
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、 

押
印
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

（
馬
場
市
長
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
日
野
市
長

専
用
の
印
鑑
＝
「
市
長
公
印
」
を
用
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
文
書
が
、
甲
・
乙
・
丙
な
ど
の
文
字
を

用
い
て
、
法
的
・
公
文
書
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
） 

つ
ま
り
、
新
し
い
保
育
園
運
営
法
人
を
決
定
す

る
は
ず
の
「
選
考
会
」
の
三
日
も
前
に
、
運
営
法

人
は
す
で
に
決
定
し
て
お
り
、
馬
場
市
長
と
の
間

で
確
認
書
を
結
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
日
野
市
自
ら
が
定
め
た
選
考
手
続
き

に
違
反
す
る
「
不
正
行
為
」
そ
の
も
の
で
す
が
、

そ
れ
を
市
長
自
身
が
行
っ
て
い
た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
保
育
園
の
運
営
法
人
の
選
考
の

実
態
は
、
市
民
か
ら
も
議
会
か
ら
も
、
全
く
見
え

な
い
も
の
で
し
た
。 

 ◆
新
保
育
園
の
運
営
法
人
を
推
せ
ん
し
た
の
は 

 

保
育
園
の
用
地
の
地
主
だ
っ
た 

 

で
は
、
そ
れ
を
お
お
い
か
く
す
た
め
に
、
ど
ん

な
経
過
で
「
選
考
さ
れ
た
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

二
〇
一
二
年
八
月
三
〇
日
に
、
日
野
市
民
間
保

育
園
連
合
会
か
ら
市
に
対
し
て
、「
推
薦
文
」（「
日

野
市
立
た
か
は
た
保
育
園
機
能
移
転
に
伴
う
運

営
法
人
に
つ
い
て
」
）
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。 

１ 

市
が
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
民
間
保
育
園
連

合
会
に
対
し
て
、
た
か
は
た
保
育
園
の
借
地
返

還
に
伴
う
移
転
先
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
の

協
力
要
請
を
行
い
、
民
間
保
育
園
連
合
会
と
し

て
も
、
土
地
の
確
保
な
ど
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
し
て
き
た
こ
と
。 

２ 

民
間
保
育
園
の
移
転
先
と
な
る
土
地
の
「
地

主
」
か
ら
市
に
対
し
て
、「
保
育
園
を
運
営
す
る

法
人
」
に
つ
い
て
の
提
案
が
行
わ
れ
、
市
が
そ

の
社
会
福
祉
人
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
、
市
か
ら
民
間
保
育
園
連
合
会
に
あ

っ
た
こ
と
。 

３ 

民
間
保
育
園
連
合
会
と
し
て
検
討
を
し
た

結
果
、
そ
の
「
地
主
」
が
提
案
し
た
社
会
福
祉

法
人
は
、
保
育
実
績
な
ど
か
ら
市
立
た
か
は
た

保
育
園
の
機
能
移
転
先
と
し
て
最
適
で
あ
る

と
の
結
論
に
達
し
た
こ
と
。 

こ
こ
か
ら
、
次
の
「
経
過
」
が
分
か
り
ま
し
た
。 

① 

社
会
福
祉
法
人
は
、
ま
ず
保
育
園
の
移
転
先
の

用
地
の
「
地
主
」
が
市
に
提
案
し
た
こ
と
。 

② 

市
か
ら
民
間
保
育
園
連
合
会
に
対
し
て
、
そ 
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の
法
人
名
を
挙
げ
て
、
連
合
会
と
し
て
推
せ
ん 

し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
こ
と
。 

③ 

民
間
保
育
園
連
合
会
は
、
市
か
ら
の
提
案
の

ま
ま
に
、
そ
の
社
会
福
祉
法
人
が
「
最
適
」
で

あ
る
と
「
推
せ
ん
」
し
た
こ
と
。 

◆
選
考
過
程
を
か
く
す
ベ
ー
ル
が
、
な
ぜ
必
要
？ 

こ
う
し
て
日
野
市
は
、
「
民
間
保
育
園
連
合
会

か
ら
の
推
せ
ん
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
地
主
か
ら

の
提
案
ど
お
り
に
、
保
育
園
の
運
営
法
人
を
決
め

た
の
で
す
。
「
受
託
運
営
選
考
に
係
る
基
準
」
も

「
選
考
会
」
も
、
こ
う
し
た
選
考
過
程
の
真
実
を

市
民
の
目
か
ら
お
お
い
か
く
す
ベ
ー
ル
で
し
か

な
か
っ
た
の
で
す
。 

な
ぜ
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

２ 

大
坪
市
長
の
下
で
、 

ど
ん
ど
ん
ふ
く
れ
上
が
っ
て
い
っ
た
補
助
金 

  

そ
し
て
次
は
、
市
立
た
か
は
た
保
育
園
の
民
営

化
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
補
助
金
の
こ
と
で
す
。

予
算
案
が
、
市
議
会
に
初
め
て
出
さ
れ
た
の
は
、

二
〇
一
三
年
三
月
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
れ
に
は
、
「
た
か
は
た
保
育
園
機
能
移
転
に

伴
う
建
設
費
補
助
」
と
し
て
、
一
億
一
四
〇
〇
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
こ
で
い
う
「
建
設
費
補
助
」
と
は
、
地
主
が

建
設
す
る
（
診
療
所
も
ふ
く
む
）
複
合
施
設
の
な

か
に
、
民
間
保
育
園
を
開
設
す
る
た
め
に
行
う

「
内
装
工
事
」
の
費
用
一
億
七
〇
〇
〇
万
円
に
対

す
る
補
助
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
予
算
案
が
最
初
に
市
議
会
に
出
さ
れ
た

の
は
、
馬
場
前
市
長
の
任
期
最
後
の
二
〇
一
三

年
三
月
の
こ
と
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
月
の
四
月
に
行
わ
れ
た

市
長
選
挙
で
当
選
し
た
大
坪
市
長
は
、
こ
の
補

助
金
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

◆
増
え
続
け
て
い
っ
た
「
補
助
金
」
の
額 

ま
ず
、
二
〇
一
三
年
の
一
二
月
市
議
会
に
出
さ

れ
た
補
正
予
算
案
で
、
内
装
工
事
費
が
二
億
四
〇

〇
〇
万
円
に
増
え
た
と
し
て
、
補
助
金
が
二
億
一

三
〇
〇
万
円
と
倍
近
く
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
工
事
費
を
増
額
す
れ
ば
有
利
な
条
件

の
補
助
制
度
が
使
え
る
と
し
て
、
完
成
ま
で
三
ヵ

月
と
い
う
時
期
に
な
っ
た
段
階
で
工
事
費
を
増

額
し
、
補
助
金
を
増
額
す
る
と
い
う
不
自
然
な
も

の
で
し
た
。 

さ
ら
に
翌
年
二
〇
一
四
年
の
三
月
市
議
会
に

出
さ
れ
た
補
正
予
算
で
は
、
二
億
四
〇
〇
〇
万
円

の
「
前
家
賃
」
補
助
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

内
装
工
事
は
二
〇
一
四
年
三
月
に
、
四
月
の
開

園
を
ま
え
に
完
了
し
ま
し
た
。 

◆
つ
い
に
六
億
円
に
な
っ
た
補
助
金
の
額 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
年
の
九
月
市
議
会
の
補
正
予

算
で
は
、
す
で
に
工
事
が
完
了
し
、
使
用
が
始
ま

っ
て
い
る
保
育
園
に
対
し
て
「
施
設
整
備
費
補
助

（
追
加
分
）
」
と
し
て
三
五
〇
〇
万
円
の
予
算
が

付
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
市
の
補
助
金
の
総
額
は
六
億
円
を

こ
え
る
規
模
に
ま
で
ふ
く
れ
上
が
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
同
じ
時
期
に
移
転
・
新
築
と
な
っ
た
「
市

立
た
ま
だ
い
ら
保
育
園
」
の
総
建
設
費
の
約
三
倍

に
の
ぼ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
ど
う
見
て
も
異
常
な
補
助
金
で
は
な
い
か 

 

見
た
こ
と
も
な
い
高
額
な
補
助
金
は
、
当
然

の
よ
う
に
、
市
議
会
で
問
題
に
な
り
ま
し
た
。 

ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
で 

例
え
ば
、
施
設
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
に
一 

億
円
の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
四
メ
ー

ト
ル
の
私
道
を
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
（
用
地
幅
六
・

五
メ
ー
ト
ル
）
に
拡
幅
す
る
た
め
の
用
地
買
収
や

工
事
に
対
す
る
も
の
で
し
た
。 

市
の
内
部
規
定
で
は
、
私
道
の
公
道
へ
の
移
管
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に
必
要
な
費
用
は
、
す
べ
て
申
請
者
（
開
発
を
進

め
る
事
業
者
）
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
全
額
を
日
野
市
が
負
担
し
ま
し
た
。 

家
賃
の
補
助
で
も
ヘ
ン
な
こ
と
が 

民
間
保
育
園
に
対
す
る
家
賃
補
助
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
は
「
お
お
む
ね
家
賃
の
三
分
の
一

程
度
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
月
額
三
九
〇
万
円
の
高

額
な
家
賃
の
う
ち
、
市
が
家
賃
の
三
分
の
二
を
負

担
し
、
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
は
一
五

年
間
分
を
一
括
し
、
二
憶
四
〇
〇
〇
万
円
を
「
前

家
賃
」
と
し
て
市
の
負
担
で
支
払
い
、
さ
ら
に
残

り
の
月
額
二
六
〇
万
円
の
二
分
の
一
に
当
た
る

一
三
〇
万
円
を
「
市
の
補
助
」
と
し
て
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
法
人
の
家
賃
負
担
は
、
三
分
の
一

の
月
額
一
三
〇
万
円
に
お
さ
え
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
日
野
市
の
「
補
助
金
規
則
」
に
も
違
反
し
て 

 

な
か
で
も
特
に
異
常
な
補
助
金
は
、
先
に
も
書

い
た
、
工
事
が
完
了
し
た
後
の
「
施
設
整
備
費
（
追

加
分
）」
で
し
た
。 

 

二
〇
一
四
年
九
月
の
市
議
会
で
、
市
は
提
案
理 

由
と
し
て
「
鉄
筋
量
の
増
加
」
と
か
「
コ
ン
セ
ン

ト
が
児
童
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
た

の
で
、
付
け
替
え
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
」
な
ど

と
説
明
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
の
に

鉄
筋
の
増
量
か
」「
補
助
対
象
は
内
装
工
事
の
み 

                     

で
あ
り
、
建
物
本
体
の
工
事
費
は
補
助
対
象
で
は 

な
い
」
「
施
行
業
者
の
工
事
ミ
ス
ま
で
補
助
す
る

の
か
」
な
ど
と
、
疑
問
が
続
出
し
ま
し
た
。 

補
助
の
目
的
や
内
容
が
不
明
確
な
だ
け
で
な

く
、
特
に
問
題
だ
っ
た
の
は
、
事
業
が
完
了
し
た

後
の
補
助
金
の
交
付
は
「
日
野
市
補
助
金
等
の
交

付
に
関
す
る
規
則
」
に
、
明
確
に
違
反
す
る
も
の

だ
っ
た
の
で
す
。 

し
か
し
大
坪
市
政
は
、「
異
常
だ
」
と
い
う
指
摘

に
耳
を
か
さ
ず
、
こ
れ
ら
の
予
算
の
議
決
を
議
会

に
も
と
め
、
交
付
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

 

３ 

保
育
園
の
内
装
工
事
の
と
き
に 

ほ
ん
と
う
に
「
競
争
入
札
」
を
し
た
の
か 

 

  

さ
ら
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
内
装
工
事
な
ど

の
業
者
の
選
定
で
す
。 

東
京
都
や
市
が
補
助
金
を
出
す
工
事
で
は
、
工

事
を
す
る
業
者
の
選
定
方
法
は
、
都
や
市
の
方
法

に
「
準
じ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
保
育
園
の
内
装
工
事
は
、
運
営
主
体
の
社

会
福
祉
法
人
が
工
事
業
者
と
契
約
し
ま
し
た
が
、

市
議
会
で
「
社
会
福
祉
法
人
は
、
ど
ん
な
形
で
業

者
と
契
約
し
た
の
か
」
と
い
う
質
問
が
出
た
時
に
、

市
当
局
は
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。 

「
市
（
の
方
法
）
に
準
じ
る
形
で
、
一
〇
社
程
度

資料６ どんどん大きくなっていった補助金の内容と予算額 

市 政 議決した議会 補助の対象など 予 算 額 

馬場市政 2013 年 3 月 内装工事補助 1.14 億円 

 

大坪市政 

2013 年 12 月 
内装工事補助の増額 0.99 億円 

アクセス道路の整備 1.00 億円 

2014 年 3 月 家賃補助（前払い含む） 2.56 億円 

2014 年 9 月 内装工事補助の追加 0.35 億円 

 補助金総合計 ６．０４億円 
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の
企
業
に
よ
る
入
札
」
が
行
わ
れ
た
が
、「
入
札
の

辞
退
者
が
多
く
、
入
札
に
応
じ
た
事
業
者
も
予
定

価
格
を
上
回
っ
た
の
で
、
一
番
低
い
金
額
の
業
者

が
、
相
談
の
上
、
落
札
業
者
と
な
っ
た
。」（
二
〇

一
四
年
九
月
議
会
） 

つ
ま
り
、
指
名
競
争
入
札
を
行
っ
た
が
、
入
札

は
不
調
と
な
り
、
最
低
金
額
を
入
札
し
た
事
業
者

と
の
間
で
、
話
し
合
い
に
よ
る
契
約
（
随
意
ず
い

い
契
約
）
を
か
わ
し
た
と
説
明
し
た
の
で
す
。 

◆
ほ
ん
と
う
に
競
争
入
札
を
し
た
の
か
？ 

し
か
し
市
議
会
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
内
装

工
事
で
、
本
当
に
指
名
競
争
入
札
が
行
わ
れ
た
の

か
、
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
市
議
会
で
は
、
市
当
局
を
通
し
て
「
工

事
入
札
に
関
す
る
書
類
を
市
議
会
に
提
供
す
る

よ
う
に
」
と
、
社
会
福
祉
法
人
へ
の
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
四
年
一
〇
月
、

そ
の
法
人
か
ら
「
提
供
で
き
な
い
」
と
い
う
回
答

が
市
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

市
の
補
助
を
受
け
た
工
事
の
入
札
に
つ
い
て

の
書
類
の
提
出
を
拒
否
す
る―

こ
ん
な
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
に
な
っ

て
、
市
議
会
の
求
め
に
応
じ
て
日
野
市
子
ど
も
部

が
、
そ
の
社
会
福
祉
法
人
の
理
事
長
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

◆
「
入
札
に
は
河
内
氏
が
立
ち
会
っ
て
い
た
」 

そ
の
と
き
に
、
法
人
の
理
事
長
は
、
次
の
よ
う

に
答
え
て
い
ま
す
。 

▪
「
入
札
に
は
河
内
氏
も
立
ち
会
っ
て
い
た
」 

▪
「
入
札
調
書
は
な
い
」 

▪
「
内
装
工
事
の
契
約
は
、
本
体
（
の
建
設
工
事
）

の
施
行
業
者
と
契
約
し
た
」 

市
は
こ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
二
〇
二
〇
年

一
二
月
の
市
議
会
に
お
い
て
、
議
員
の
質
問
に
対

し
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。 

「
短
か
い
工
期
の
中
で
、
事
業
を
円
滑
に
す
す
め

る
と
と
も
に
、
工
期
の
短
縮
を
は
か
る
た
め
、
運

営
法
人
が
複
合
施
設
の
施
行
業
者
と
の
間
に
、
内

装
工
事
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
選

択
」
し
た
。 

つ
ま
り
、
建
物
本
体
の
施
行
業
者
に
内
装
工
事

も
さ
せ
た
、
と
い
う
の
で
す
。 

こ
う
し
て
「
市
の
規
定
に
準
じ
る
形
で
入
札
が

行
わ
れ
た
」
と
い
う
市
の
説
明
は
ウ
ソ
だ
っ
た
、

と
い
う
疑
い
が
一
気
に
強
ま
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
ま
た
、
法
人
の
理
事
長
の
発
言
に
あ
っ

た
「
民
間
団
体
と
民
間
業
者
と
の
契
約
の
時
に
も
、

河
内
氏
が
立
ち
会
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
も
、

た
い
へ
ん
に
重
大
な
こ
と
で
す
。 

 

４ 

地
主
・
開
発
業
者
・
福
祉
法
人
・
行
政 

―

官
民
一
体
の
「
癒
着
・
ゆ
ち
ゃ
く

」
体
制 

 
 

こ
れ
ら
の
問
題
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
市
議
会
の
求
め
に
応
じ
て
市
が
提
出
し
た

資
料
に
は
、
一
連
の
会
議
資
料
（
会
議
の
議
題
な

ど
を
示
す
レ
ジ
ュ
メ
と
そ
こ
に
書
き
込
ま
れ
た

メ
モ
な
ど
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
資
料
に
よ
っ
て
、
地
主
、
開
発
企
業
、
社

会
福
祉
法
人
と
行
政
（
市
役
所
）
と
が
つ
な
が
っ

た
「
官
民
一
体
」
の
推
進
体
制
が
、
あ
ら
た
め
て

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

人
間
の
身
体
で
、
も
と
も
と
関
係
の
な
い
は
ず

の
組
織
ど
う
し
が
、
病
気
の
せ
い
で
結
び
つ
く
こ

と
を
「
癒
着
・
ゆ
ち
ゃ
く
」
と
い
い
ま
す
が
、
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
結
び
つ
き
で
す
。 

 

◆
「
公
私
混
同
」
の
事
業
内
容
を
か
か
げ
た 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
た 

 

先
に
見
た
よ
う
に
、
二
〇
一
二
年
九
月
二
五
日
、

馬
場
市
長
、
地
主
、
社
会
福
祉
法
人
の
三
者
の
間

で
「
確
認
書
」
が
交
わ
さ
れ
、
一
〇
月
一
日
に
市

立
た
か
は
た
保
育
園
に
代
わ
る
民
間
保
育
園
の

21 



 

 

移
設
先
と
、
保
育
園
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

の
名
前
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
一
カ
月
後
の
一
一
月
一
六
日
、
第
一

回
「
た
か
は
た
保
育
園
の
機
能
移
転
及
び
診
療
所

建
設
定
例
協
議
会
」（「
協
議
会
」）
が
、
市
役
所
５

０
２
会
議
室
で
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。（
資
料
７
） 

こ
の
「
協
議
会
」
は
、
そ
の
名
称
が
示
す
通
り
、

市
立
た
か
は
た
保
育
園
に
代
わ
る
民
間
保
育
園

の
開
設
と
、
同
じ
建
物
に
同
居
す
る
診
療
施
設
の 

建
設
と
い
う
、
二
つ
の
目
的
を
掲
げ
た
「
プ
ロ
ジ 

               

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
し
て
発
足
し
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
一
回
目
の
「
協
議

会
」
か
ら
、
開
発
業
者
で
あ
る
建
物
設
計
者
、
土

地
測
量
の
業
者
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
す
。 

そ
も
そ
も
「
診
療
所
建
設
」
は
、
日
野
市
と
は

無
関
係
な
、
地
主
に
よ
る
私
的
な
事
業
で
す
。
ま

た
、
建
設
を
請
け
負
う
業
者
と
は
、
そ
の
時
点
で

日
野
市
と
の
契
約
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
こ
こ
で
、
そ
れ
ら
が
全
部
ゴ
チ
ャ
マ
ゼ 

に
な
っ
た
「
公
私
混
同
」
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ 

               

ー
ム
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
で
す
。 

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
ナ
ゾ
を
解
く
カ
ギ
は
、
ま
た
も
や
河
内

氏
が
に
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 ◆
癒
着
（
ゆ
ち
ゃ
く
）
の
カ
ギ
は
、 

河
内
氏
が
に
ぎ
っ
て
い
た 

 

市
議
会
に
お
け
る
質
問
に
対
し
て
、
市
当
局
は
、

河
内
氏
と
「
地
主
」
の
関
係
は
、
河
内
氏
が
市
立

病
院
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
、
と

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

市
立
病
院
に
「
地
主
の
親
族
」
が
勤
務
し
て
い

た
と
き
に
、
河
内
氏
に
診
療
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
し
た
こ
と
か
ら
関
係
が
始
ま
っ
た
と
い
う

の
で
す
。（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
市
議
会
） 

さ
ら
に
、
こ
の
市
議
会
で
は
、
診
療
所
が
開
設

さ
れ
、
医
療
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
二
〇
一
五 

年
四
月
か
ら
二
〇
一
九
年
一
〇
月
ま
で
、
河
内
氏

は
そ
の
医
療
法
人
の
役
員
（
監
事
）
を
務
め
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

河
内
氏
の
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
地
方
公
務
員
法

違
反
の
「
兼
業
」
だ
け
で
は
な
く
、「
公
務
員
は
全

体
の
奉
仕
者
」
と
い
う
憲
法
の
基
本
原
則
に
そ
む

く
「
一
部
の
者
（
特
定
事
業
者
）
に
奉
仕
す
る
」

行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
示
す
も
の
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で
す
。（
※
） 

※
日
本
国
憲
法 

第
一
五
条
２
項 

「
す
べ
て
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ

て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
。」 

し
か
し
、
こ
の
「
私
的
な
関
係
」
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
資
料
７
の

「
協
議
会
」
の
出
席
者
で
分
か
る
よ
う
に
、
行
政

の
関
係
部
署
の
職
員
た
ち
も
「
職
務
と
し
て
」
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
※ 

※
資
料
７
で
、
大
坪
市
長
が
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」
に
初
め
か
ら
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
す
。 

 

５ 

行
政
と
開
発
業
者
の
無
原
則
な
一
体
化
、

あ
か
ら
さ
ま
な
癒
着
（
ゆ
ち
ゃ
く

）
の
構
造 

 

こ
の
「
協
議
会
」
で
、
か
く
れ
た
「
情
報
」
を

共
有
し
、
そ
れ
を
材
料
の
一
つ
と
し
て
協
議
し
、

事
業
全
体
を
推
進
し
て
い
く
無
原
則
な
「
協
力
体

制
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 ◆
業
者
の
責
任
で
行
う
「
住
民
説
明
会
」
に 

つ
い
て
、
市
の
職
員
が
業
者
と
相
談
す
る 

 

た
と
え
ば
「
協
議
会
」
で
は
、「
日
野
市
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
基
づ
い
て
開
発
事
業
者
の
行
う

「
住
民
説
明
会
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
の
協
議
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

開
発
業
者
が
責
任
を
持
つ
べ
き
住
民
説
明
会

に
お
い
て
は
、
市
当
局
は
業
者
と
住
民
と
の
間
に

立
っ
て
「
中
立
の
立
場
で
」
調
整
役
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
都
市
計
画
課

の
職
員
が
、
住
民
の
目
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
、

開
発
側
の
企
業
や
事
業
者
と
直
接
的
に
情
報
を

交
換
し
、
協
議
を
く
り
か
え
し
て
い
た
の
で
す
。 

 

◆
予
算
に
計
上
す
る
前
に 

業
者
と
工
事
規
模
や
金
額
を
決
め
る 

 
 

ま
た
た
と
え
ば
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
五
日
の

「
協
議
会
」
の
会
議
資
料
に
は
「
保
育
園 

内
装
工

事
規
模
」
と
し
て
「
一
七
〇
、
〇
〇
〇
千
円
」
な

ど
の
メ
モ
書
き
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
内
装
工
事
費
一
億
七
千
万
円
は
、

そ
の
後
に
開
か
れ
た
三
月
市
議
会
に
出
さ
れ
た

補
正
予
算
案
で
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
の
内
容
が
、
設
計
業
務
を
受
注
す
る

業
者
が
参
加
す
る
「
協
議
会
」
で
、
二
カ
月
も
前

に
示
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も
、
各
種
工
事
の
入
札
予
定
や
工

事
費
用
見
積
の
概
算
額
な
ど
が
、
こ
れ
ら
の
企
業

が
参
加
す
る
会
議
で
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
さ
に
「
行
政
と
民
間
業
者
と
の
癒
着
（
ゆ
ち

ゃ
く
）
」
と
い
う
べ
き
無
原
則
な
関
係
が
、
ず
っ
と

続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
市
の
条
例
の
規
定
に
違
反
し
た
行

為
で
す
。（
※
） 

※
日
野
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
・
第
二
条
３
項 

「
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
、
事
業
者
及
び
市
の

相
互
の
信
頼
の
も
と
に
、
公
正
で
透
明
な
手
続

の
中
で
情
報
を
共
有
し
、
協
働
に
よ
り
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」 

 

 

６ 

馬
場
市
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
て 

河
内
氏
が
仕
切
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

 

資
料
６
に
あ
る
よ
う
に
、
第
一
回
の
「
協
議

会
」
に
、
市
側
メ
ン
バ
ー
の
は
じ
め
に
「
市
立

病
院
院
長
相
談
役
」
と
し
て
登
場
し
た
河
内
氏

は
、
そ
の
後
の
資
料
で
は
、「
調
整
推
進
者
」
と

い
う
肩
書
に
変
わ
り
ま
す
。 

市
側
の
職
員
と
し
て
で
は
な
く
、
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
統
括
者
」
と
し
て
、
全
体
を
取

り
仕
切
る
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。 

そ
し
て
、
会
議
資
料
に
は
「
文
責
・
河
内
」
と

記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
会
議
の
文

書
は
河
内
氏
が
作
成
し
、
河
内
氏
が
会
議
を
招
集

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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会
議
資
料
に
よ
れ
ば
「
協
議
会
」
は
、
二
〇
一

二
年
一
二
月
四
日
、
一
二
月
一
三
日
、
二
〇
一
三

年
一
月
二
五
日
と
三
回
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
二
日
か
ら
は
、

「
た
か
は
た
保
育
園
機
能
移
転
（
民
設
民
営
）
工

程
会
議
」
と
名
称
が
変
わ
り
、
三
月
一
九
日
、
四

月
一
七
日
、
五
月
二
八
日
、
六
月
二
二
日
と
継
続

的
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

◆
「
協
議
会
」
に
企
業
公
社
の
堀
之
内
社
長
も 

工
事
請
負
企
業
の
代
表
も
参
加
し
て
い
た 

 

そ
し
て
、
一
月
二
五
日
の
会
議
か
ら
は
、
新
た

に
施
工
管
理
な
ど
を
請
け
負
っ
た
日
野
市
企
業

公
社
社
長
の
堀
之
内
和
信
氏
（
後
に
副
市
長
）
が

参
加
し
、
六
月
二
二
日
に
は
建
物
工
事
を
請
け
負

う
こ
と
に
な
っ
た
Ａ
社
（
※
）
の
代
表
も
参
加
し

て
い
ま
し
た
。 

※
Ａ
社
は
、
第
Ⅱ
部
で
見
た
、
川
辺
堀
之
内
区
画

整
理
で
工
事
を
独
占
的
に
受
注
し
て
い
る
二

社
の
う
ち
の
一
社
で
す
。 

 

◆
馬
場
市
長
の
指
示
の
も
と
で 

河
内
氏
が
統
括
し
て
進
め
て
い
た 

 

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
三
日
の
会
議
資
料
に

は
、「
調
整
推
進
者
」
と
し
て
河
内
氏
と
都
市
計
画

課
職
員
の
名
が
あ
り
ま
す
が
、
会
議
に
先
立
つ
一

二
月
四
日
に
馬
場
市
長
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ

た
と
記
入
さ
れ
、
市
長
と
の
間
の
「
確
認
事
項
」

を
報
告
す
る
形
で
会
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
月
二
五
日
の
会
議
資
料
に
は
「
本
日

は
市
長
召
集
の
打
ち
合
わ
せ
」
と
の
メ
モ
書
き
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
一
月
二
八
日
付
の
「
市
立
病

院
院
長
相
談
役 

平
成
二
五
年
一
月
二
回
目
の

報
告
」
と
題
し
た
文
書
に
は
、「
市
長
へ
口
頭
で
報

告
、
了
承
」
と
の
メ
モ
書
き
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
会
議
は
馬
場
市
長
の
指
示

の
も
と
に
開
か
れ
、
河
内
氏
が
統
括
役
を
果
た
し

て
進
め
ら
れ
、
結
果
は
河
内
氏
を
通
し
て
市
長
に

報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

◆
市
役
所
組
織
と
職
員
を
動
員 

そ
し
て
建
設
事
業
の
現
場
で
は
、
市
役
所
・
子

ど
も
部
の
職
員
が
「（
地
主
の
）
敷
地
に
立
ち
入
る

な
」
の
看
板
を
立
て
て
い
た
と
き
に
、
住
民
に
と

が
め
ら
れ
る
出
来
事
も
起
き
て
い
ま
す
。 

保
護
者
や
住
民
と
の
関
係
か
ら
、
事
業
に
対
し

て
疑
問
を
持
つ
職
員
も
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

「
市
長
の
特
命
」
で
事
業
を
統
括
す
る
河
内
氏
の

指
示
に
は
、
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。 
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こ
こ
ま
で
、
市
立
病
院
の
経
営
、
土
地
区
画
整

理
事
業
、
保
育
園
移
設
な
ど
の
分
野
で
起
き
た
、

「
公
金
」
を
動
か
し
た
数
々
の
不
正
事
件
を
見
て

き
ま
し
た
。 

そ
こ
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

① 

河
内
久
男
元
副
市
長
が
深
く
か
ら
み
、
自
己
利

益
的
な
行
為
も
し
て
い
た
こ
と
。 

② 

堀
之
内
元
副
市
長
も
あ
れ
こ
れ
の
場
面
で
、
共

同
し
た
動
き
を
し
て
い
た
こ
と
。 

③ 

馬
場
元
市
長
、
大
坪
現
市
長
が
、
事
件
の
原
因

と
な
る
任
命
行
為
や
政
策
的
指
示
を
出
し
て

い
た
こ
と
。 

④ 

大
坪
市
長
が
、
議
会
か
ら
の
指
摘
に
対
し
て
、

不
正
を
た
だ
す
姿
勢
に
欠
け
て
い
た
こ
と
。 

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
、
憲
法
、
地
方
自
治
法
、

地
方
公
務
員
法
の
規
定
、
ま
た
財
政
に
つ
い
て
の

法
制
度
の
原
則
を
い
ち
じ
る
し
く
ゆ
が
め
、
あ
る

い
は
無
視
す
る
行
為
で
し
た
。 

そ
れ
は
市
民
の
立
場
か
ら
、
と
う
て
い
許
す
こ

と
が
で
き
な
い
恥
ず
べ
き
不
正
行
為
で
し
た
。 

     

 

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
事
件
の
主
な
点
を
振
り

返
っ
て
「
ま
と
め
」
と
し
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て

も
こ
こ
で
は
、
い
ま
日
野
市
を
動
か
し
て
い
る
大

坪
市
政
の
姿
勢
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

※
こ
れ
ま
で
の
話
題
と
重
な
る
こ
と
が
多
い
こ

と
を
、
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。 

 

１ 

大
坪
市
長
は
、
市
政
を
ゆ
が
め
、 

 
 

補
助
金
を
水
増
し
し
た
当
事
者
だ
っ
た 

 
 

現
市
長
の
大
坪
冬
彦
氏
は
、
昨
年
秋
の
市
議
会

に
お
い
て
、「
市
立
た
か
は
た
保
育
園
の
廃
止
、
民

営
化
」
に
河
内
氏
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
、

に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
時
、
「
関
わ
り
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
把
握
（
は
あ

く
）
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
ま
し
た
。（
二
〇

二
〇
年
九
月
議
会
） 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
会
議
資
料

に
は
、
最
初
の
会
議
か
ら
、
当
時
の
肩
書
の
つ
い

た
「
ま
ち
づ
く
り
部
長
・
大
坪
冬
彦
」
が
、
都
市

計
画
課
な
ど
の
職
員
を
引
き
連
れ
て
参
加
し
て

い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
、
大
坪
市
長
は
「
把
握

し
て
い
な
い
」
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、「
河
内
氏
が
ど

ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
」
に
つ
い
て
最

も
よ
く
知
る
立
場
に
い
た
の
で
す
。 

◆
河
内
元
副
市
長
の
力
に
頼
っ
て
進
め
る 

二
〇
一
三
年
四
月
の
市
長
選
挙
で
、
大
坪
氏
は

馬
場
氏
か
ら
市
政
を
継
承
し
ま
す
。 

多
く
の
政
策
課
題
が
あ
る
な
か
で
、
「
市
立
た

か
は
た
保
育
園
の
廃
止
と
借
地
の
返
還
、
そ
れ
に

代
わ
る
新
た
な
民
間
保
育
園
の
開
園
」
と
い
う
計

画
は
、
期
限
が
一
年
後
に
迫
っ
て
お
り
、
市
長
と

し
て
の
責
任
は
重
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
も
そ
の
段
階
で
、
工
事
は
大
幅
に
お
く
れ

て
い
ま
し
た
。 

二
〇
一
三
年
四
月
一
七
日
付
の
会
議
資
料
に

よ
れ
ば
、
六
月
一
日
の
着
工
を
め
ざ
す
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
に
、
開
発
許
可
や
建
築
確
認
な
ど
の

手
続
き
が
す
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
五
月
二
八
日
付
の
会
議
の
資
料
を
見
る

と
、
建
設
工
事
業
者
と
の
契
約
の
お
く
れ
に
つ
い

て
の
協
議
と
と
も
に
、「
保
育
園
内
部
工
事
は
、
一

社
随
契
で
都
と
市
の
了
解
を
得
る
」
な
ど
の
書
き

込
み
が
あ
り
ま
す
。
（
※
） 

い
ま
こ
そ
、
大
坪
市
政
の
責
任
を
問
わ
な
け
れ
ば 

 
 

 
 

―

こ
れ
だ
け
の
問
題
を
見
過
ご
し
て
き
た
の
は
ナ
ゼ
か 

 
 

 

まとめ 
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※
「
一
社
随
契
（
い
っ
し
ゃ
ず
い
け
い
）
」 

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
随
契
（
ず
い
け
い
）
＝
随
意
契

約
（
ず
い
い
け
い
や
く
）」
と
は
、
本
来
行
う
べ
き
「
数

社
以
上
に
よ
る
競
争
入
札
」
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
事

業
を
請
け
負
う
業
者
を
決
め
て
お
い
て
、
そ
の
業
者
と

の
間
で
任
意
に
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

公
的
な
建
設
工
事
で
あ
っ
て
も
、
災
害
か
ら
の
復
旧

工
事
な
ど
、
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
場

合
な
ど
に
随
意
契
約
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
随
意
契
約
で
あ
っ
て
も
二
社
以
上
と
接
触
し

て
、
よ
り
良
い
契
約
内
容
を
目
ざ
す
の
で
す
が
、
そ
れ
を

行
わ
ず
に
、
予
定
し
て
い
た
一
業
者
と
の
み
交
渉
し
て

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
、「
一
社
随
契
」
と
い
い
ま
す
。 

 さ
ら
に
二
〇
一
三
年
六
月
二
二
日
の
会
議
資

料
に
は
、
保
育
園
内
装
工
事
の
契
約
日
に
つ
い
て

「
七
月
一
九
日
午
前
一
〇
時
、
組
合
」（
契
約
場
所

は
川
辺
堀
之
内
の
「
組
合
」
事
務
所
だ
っ
た
？
）

と
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
二
カ
月

近
い
お
く
れ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
坪
市
長
と
し
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
統
括
者
で
あ
る
河

内
氏
を
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ

そ
法
規
を
守
っ
て
仕
事
を
進
め
る
よ
う
に
、
組
織

全
体
を
ひ
き
し
め
る
べ
き
で
し
た
。 

ま
し
て
、
先
に
見
た
よ
う
な
「
指
名
競
争
入
札

の
フ
リ
を
し
た
一
社
随
契
」
な
ど
は
、
公
的
補
助

金
を
使
っ
た
工
事
と
し
て
は
、
法
制
度
上
で
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
サ
ギ
的
な
行
為
で
す
。 

 ◆
「
カ
ッ
コ
ウ
は
良
く
な
い
」
と
言
い
つ
つ 

 

河
内
元
副
市
長
の
言
い
な
り
予
算
を
計
上 

  

ま
た
、
馬
場
市
政
の
と
き
に
民
間
保
育
園
建
設

に
付
け
た
一
億
一
千
万
円
の
補
助
金
は
、
大
坪
市

政
の
下
で
次
々
に
増
額
さ
れ
、
一
年
半
の
あ
い
だ

に
六
億
円
余
を
こ
え
る
金
額
に
な
り
ま
し
た
。  

 

じ
つ
は
大
坪
市
長
も
、
こ
の
補
助
金
の
増
額
が

「
不
自
然
な
も
の
」
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ハ
ッ
キ

リ
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。 

 

た
と
え
ば
二
〇
一
四
年
の
九
月
議
会
で
、
保

育
園
の
工
事
が
完
了
し
た
あ
と
に
「
内
装
工
事

の
追
加
補
助
」
を
行
う
補
正
予
算
案
を
提
出
し

た
と
き
に
、
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
ま
す
。 

「
適
正
な
手
続
き
で
法
人
に
申
請
し
て
も
ら
う

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
出
て
く
る…
」（―

補
助
金

を
受
け
取
る
法
人
か
ら
の
「
補
助
の
申
請
」
は

出
て
い
な
い
の
に
、
補
助
金
を
計
上
し
た
）
。 

「（
工
事
が
）
終
わ
っ
た
部
分
に
対
す
る
（
補
助
金

の
）
支
出
と
い
う
部
分
は
、
あ
ま
り
カ
ッ
コ
ウ
の

良
い
部
分
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

 

つ
ま
り
大
坪
市
長
は
、
半
年
も
前
に
終
了
し
た 

工
事
に
対
す
る
補
助
金
を
出
す
の
は
「
カ
ッ
コ
ウ

は
良
く
な
い
」
と
認
識
し
、「
適
正
な
補
助
金
申
請

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
」
社
会
福
祉
法
人
を
特

別
に
優
遇
し
て
い
る
こ
と
を
、
良
く
わ
か
っ
た
う

え
で
補
助
金
を
付
け
た
の
で
す
。 

◆
背
景
に
「
癒
着
（
ゆ
ち
ゃ
く
）
チ
ー
ム
」
が 

 

こ
の
背
景
に
、
馬
場
市
長
の
指
示
を
受
け
て
河

内
氏
が
取
り
し
き
る
「
官
民
癒
着
（
ゆ
ち
ゃ
く
）

チ
ー
ム
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
と
お

り
で
す
。
そ
し
て
大
坪
市
長
自
身
も
、
市
の
「
ま

ち
づ
く
り
部
長
」
と
し
て
、
初
め
か
ら
こ
の
チ
ー

ム
に
参
加
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
さ
ら
に
、
馬
場
氏
か
ら
市
長
職
を
受
け
継

い
だ
あ
と
も
、
河
内
元
副
市
長
の
力
に
頼
っ
て
こ

の
事
業
を
進
め
、
そ
の
言
い
な
り
に
「
補
助
金
の

水
増
し
」
を
は
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

２ 

大
坪
市
長
は
、
ゴ
マ
カ
シ
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
か 

 
 

 

大
坪
市
長
は
、
河
内
元
副
市
長
ら
の
不
正
事
件

が
、
明
る
み
に
出
て
き
た
昨
年
、
二
〇
二
〇
年
一

二
月
の
市
議
会
を
前
に
し
て
、
市
役
所
の
全
職
員
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に
対
す
る
「
市
長
か
ら
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
出
し
ま
し
た
。 

 

◆
大
坪
市
長
の
「
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は 

河
内
氏
に
つ
い
て
、
ど
う
語
っ
た
の
か 

 
 

そ
の
中
で
河
内
氏
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。 

絶
対
的
権
限
を
行
使
し
て
い
た 

「
河
内
氏
は
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
五

月
ま
で
三
期
に
わ
た
り
日
野
市
助
役
・
副
市
長

と
し
て
市
政
全
般
を
牽
引…

牽
引
と
い
う
よ
り

当
時
の
市
長
以
上
に
市
政
全
般
を
牛
耳
っ
て
い

た
、
絶
対
的
権
限
を
行
使
し
て
い
た
」 

圧
力
の
行
使
や
、
た
く
み
な
言
葉
使
い
で 

 

人
の
行
動
を
あ
や
つ
る
技
を
使
う
人 

「
病
院
の
職
員
に
対
し
て
も
影
響
力
を
持
ち
、

院
長
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
名
目
で
、
医
師
を
含

め
た
医
療
関
係
者
へ
巧
み
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

強
い
影
響
力
を
行
使
」 

「
経
営
上
の
一
定
の
成
果
を
出
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
の
手
法
は
、
圧
力
の
行
使
や
言
葉
巧
み

に
人
の
行
動
を
操
る
技
を
駆
使
し
た
も
の
で…

容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

そ
し
て
、
大
坪
市
長
自
身
の
河
内
氏
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
「
反
省
」
を
述
べ
て
い

ま
す
。 

◇
「
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
四
月
に
市

長
に
就
任
し
た
私
は
、
市
立
病
院
に
お
け
る
河

内
氏
の
影
響
力
は
認
め
つ
つ
も
、
い
つ
ま
で
も

河
内
氏
の
力
に
頼
っ
た
運
営
を
続
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
、
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。 

◇
そ
の
一
方
で
強
引
に
退
任
を
迫
る
こ
と
は
、

市
立
病
院
を
混
乱
さ
せ
、
運
営
に
支
障
を
き
た

す
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と…

が
あ
り
ま
し
た
の
で

許
容
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
」 

◇
「
私
は
市
立
病
院
の
最
高
責
任
者
、
設
置
者

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
河
内
氏
へ
の
賃

金
・
報
酬
の
支
払
い
に
つ
い
て
特
段
の
報
告
を

求
め
る
こ
と
も
せ
ず
、
現
場
に
任
せ
き
り
に
し

て
い
た…
」 

◇
「
言
い
訳
に
な
り
ま
す
が
、
ま
さ
か
こ
の
間
明

ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る

と
は
、
夢
に
も
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

◇
「
こ
の
あ
た
り
は
私
の
甘
さ
で
あ
り
、
そ
れ
が

河
内
氏
が
特
別
な
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と

に
、
力
を
貸
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
」 

 

そ
の
上
で
大
坪
市
長
は
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
を
守
る
原
則
）
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
事
件
の
「
真
相
」
は
、
職
員
と
住
民
の
感
覚

が
マ
ヒ
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る…

⁉ 

 
 「

市
立
病
院
と
い
う
密
室
の
中
で…

土
地
区
画

整
理
組
合
事
務
所
と
い
う
密
室
の
中
で…

普
通

の
職
員
や
善
良
な
る
地
域
の
住
民
が
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
感
覚
を
麻
痺
（
マ
ヒ
）
さ
せ
て
し
ま

っ
た
、
と
い
う
の
が
こ
の
事
件
の
真
相
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。」 

ま
た
、
大
坪
市
長
は
、「
市
政
全
般
を
牛
耳
っ
て
」

「
絶
対
権
限
を
行
使
し
」
「
圧
力
の
行
使
や
言
葉

巧
み
に
人
の
行
動
を
操
る
技
を
駆
使
」
し
た
河
内

氏
が
「
悪
の
根
源
だ
」
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
悪
行
に
つ
い
て
「
報
告
も
求
め
ず
」「
現
場
任

せ
に
」
し
、「
夢
に
も
思
っ
て
」
い
な
か
っ
た
こ
と

は
、
自
身
の
「
甘
さ
」
だ
と
「
反
省
」
し
ま
す
。 

 
 

 

け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
悪
行
を
許
し
た
「
真

相
」
は
、
職
員
や
住
民
の
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

へ
の
感
覚
麻
痺
」
に
あ
っ
た
と
言
い
ま
し
た
。 

◆
市
長
自
身
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
？ 

す
で
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
「
市
立
病
院
の
経

営
改
革
」、「
川
辺
堀
之
内
の
区
画
整
理
事
業
」、

「
た
か
は
た
保
育
園
の
廃
止
と
民
営
化
」
な
ど

の
現
場
で
起
き
た
こ
と
は
、
河
内
氏
一
人
の
個
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性
の
特
異
性
、
あ
る
い
は
「
市
長
の
甘
さ
」
だ

け
で
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
し
て
や
「
職
員
や
住
民
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
感
覚
」
の
問
題
に
す
り
替
え
る
な
ど
は
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。 

そ
も
そ
も
地
方
自
治
体
の
長
は
、
住
民
全
体

に
対
す
る
奉
仕
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
方
自

治
法
に
よ
っ
て
「
そ
の
自
治
体
を
ま
と
め
、
代

表
す
る
」
位
置
に
あ
り
ま
す
。 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
語
る
な
ら
、
真
っ
先 

に
自
分
自
身
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

                        

 

３ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
捨
て
た
の
は 

二
人
の
市
長
と
副
市
長
た
ち
だ
っ
た
！ 

 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
後
で
さ
ら
に
見
る
よ
う
に
、

「
法
令
を
守
る
＝
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い
う

の
は
、
民
主
的
な
社
会
に
と
っ
て
、
決
定
的
な
こ

と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
土
台
は
憲
法
で
す
。 

し
か
し
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
住
民
や
職
員

に
お
説
教
を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
権
力
や
権
限

を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
立
場
に
あ
る
者
が
、
ま
ず

第
一
に
わ
が
身
を
た
だ
す
原
則
で
す
。 

そ
れ
は
、
日
野
市
な
ら
ば
、
市
長
で
あ
り
、
市

の
幹
部
で
あ
り
、
市
議
会
議
員
な
の
で
す
。 

◆
全
く
文
書
が
見
当
た
ら
な
い
「
公
金
支
出
」 

た
と
え
ば
、
先
に
く
わ
し
く
見
た
よ
う
に
、
市

立
病
院
で
の
河
内
氏
に
は
、
臨
時
職
員
と
し
て
の

賃
金
と
は
別
に
、
日
額
六
万
円
の
手
当
を
月
八
回

か
ら
一
〇
回
支
出
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
手
当
に
つ
い
て
は
、
法
律
や
条
令
に
基
づ

く
根
拠
が
な
く
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
経
過
で
決
め

た
の
か
も
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
も
「
公
金
」
の
支
出
に
欠
か
せ
な
い
「
契

約
書
」
や
「
決
裁
文
書
」
も
あ
り
ま
せ
ん
。
捨
て

て
し
ま
っ
た
の
か
、
も
と
も
と
無
か
っ
た
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

◆
「
市
長
の
特
命
」
を
ふ
り
か
ざ
し
て 

河
内
氏
は
、
第
三
者
調
査
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
対
し
て
、「
日
額
六
万
円
の
手
当
」
は
、
市
立

病
院
の
職
務
の
ほ
か
に
「
市
長
の
特
命
」
で
、
区

画
整
理
や
保
育
園
な
ど
の
仕
事
を
「
公
務
」
と
し

て
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
当
然
の
報
酬
で

あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
ま
す
。 

す
る
と
「
市
長
の
特
命
」「
公
務
」
は
、
一
連

の
疑
惑
を
解
明
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

第
三
者
調
査
委
員
会
は
、
馬
場
元
市
長
に
対

し
て
「
川
辺
堀
之
内
区
画
整
理
へ
の
河
内
氏
の

関
与
は
『
市
長
の
特
命
』
だ
っ
た
の
か
」
と
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
す
る
馬
場
元
市
長
の
答
え
は
「
私

が
言
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
文
書
は
つ

く
っ
て
い
な
い
」
と
あ
い
ま
い
で
し
た
。 

保
育
園
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
河
内
氏
が
、
文

字
通
り
「
市
長
の
特
命
」
で
「
調
整
推
進
者
」
を

つ
と
め
、
事
業
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
実
態
が
す

で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

文
書
に
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
河
内
氏
が
市
長
の
な
ん
ら
か
の
指
示
、
依
頼

 

◎
「
性
善
説
」
で
は
ハ
ナ
シ
に
な
ら
な
い 

大
坪
市
長
は
「
河
内
氏
逮
捕
」
の
時
の
記
者
会

見
で
「
性
善
説
」
を
口
に
し
ま
し
た
。
市
の
職
員

な
ど
を
信
頼
し
て
き
た
結
果
、
と
言
い
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
が
、
問
題
の
本
質
が
理
解
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
示
し
ま
し
た
。 

 
 

真
面
目
な
職
員
で
も
、
そ
の
仕
事
で
カ
ン
違
い

す
る
こ
と
は
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
公
的
制
度
に
基
づ
く
事
業
で
あ
り
、
支

出
す
る
の
は
「
公
金
」
で
す
。「
ウ
ッ
カ
リ
し
た
」

な
ど
の
言
い
訳
は
、
絶
対
に
通
用
し
ま
せ
ん
。 

 
 

だ
か
ら
こ
そ
「
監
査
委
員
」
の
制
度
を
設
け
た

り
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
原
則
に
立
た
な
い
者

に
、
決
済
者
＝
市
長
の
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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で
、
区
画
整
理
や
保
育
園
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
こ
で
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
河
内
氏

が
、
区
画
整
理
や
保
育
園
開
設
な
ど
の
事
業
の

現
場
で
「
市
長
の
特
命
」
を
公
言
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
の
職
員
や
住
民
た
ち
が
、
河
内
氏

は
「
公
共
的
な
立
場
」
で
仕
事
を
し
て
い
る
と

思
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
そ
も
そ
も
河
内
氏
の
行
為
は
、
「
公

務
と
し
て
」
の
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

◆
区
画
整
理
組
合
で
の
癒
着
（
ゆ
ち
ゃ
く
）
は 

前
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
憲
法
第
一
五
条
二

項
は
、
公
務
員
に
つ
い
て
、「
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
」
と
定
め

て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
い
う
「
全
体
の
奉
仕
者
」
で
あ
る
と
は
、

憲
法
、
法
律
、
条
例
や
規
則
に
基
づ
い
て
全
国
民
・

全
住
民
の
た
め
に
「
公
務
」
を
果
た
す
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
こ
そ
が
公
務
員
に
と
っ
て
の
「
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
原
則
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
河
内
氏
が
、
区
画
整

理
組
合
で
果
た
し
て
い
た
役
割
は
、
と
て
も
「
公

務
」
と
は
い
え
な
い
も
の
で
し
た
。 

「
組
合
」
は
、
市
か
ら
補
助
金
の
支
出
を
受
け
る

団
体
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
団
体
の
行
動
や
財 

政
支
出
に
つ
い
て
、
市
が
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組
織
で
す
。 

と
こ
ろ
が
河
内
氏
は
、「
組
合
理
事
長
の
相
談

役
」
と
し
て
、「
組
合
」
か
ら
高
額
の
報
酬
を
受

け
取
っ
て
「（
一
部
住
民
の
組
織
で
あ
る
）
組
合

へ
の
奉
仕
者
」
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。 

◆
子
ど
も
と
親
の
権
利
を
踏
み
に
じ
っ
て 

市
立
た
か
は
た
保
育
園
の
廃
止
と
民
営
化
で

も
、
河
内
氏
は
「
公
務
」
と
い
う
立
場
で
事
業
に

か
か
わ
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

公
務
員
で
あ
る
「
調
整
推
進
者
」
は
、
市
と
事

業
者
の
間
に
立
っ
て
調
整
す
る
立
場
で
す
。
し
か

し
実
際
に
は
、
地
主
や
法
人
の
側
に
立
っ
て
事
業

に
介
入
し
て
い
た
の
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た

と
お
り
で
す
。 

市
立
た
か
は
た
保
育
園
の
廃
園
に
よ
っ
て
、
園

を
移
る
こ
と
を
せ
ま
ら
れ
た
子
ど
も
や
保
護
者

た
ち
が
、
新
し
い
保
育
園
の
選
定
に
つ
い
て
「
当

事
者
と
し
て
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
求
め
る
の

は
、
当
然
の
権
利
で
し
た
。 

そ
れ
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
の
で
す
。（
※
） 

※
こ
の
行
為
は
、
子
ど
も
が
意
見
を
出
す
権
利
を

う
た
っ
た
、「
日
野
市
子
ど
も
条
例
」
に
も
反
し

て
い
る
疑
い
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
条
例
に
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
心
豊

か
な
人
間
性
を
備
え
、
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い

く
た
め
に
、
お
と
な
は
自
ら
を
見
直
し
、
良
き 
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資料８ 日野市子ども条例（前文の抜き書き） 2008 年 6 月制定 

 
子どもたちは、「意見は尊重し、最後まで聞いてほしい」、「自分ででき

る範囲のことは自分で決めたい」という思いをもっています。  

自分の権利を知り、権利を認め合うことは大切なことです。 

おとなは、子どもの力を信頼し、ともに社会をつくっていきます。 

おとなは、子どもが健全にすくすくと育っていくことを望んでいま

す。そして、おとなは、それが実現できる家庭、地域、環境をつくり、

子どもの明るい声が響く社会をつくっていきたいと思っています。 

また、子どもたちが心豊かな人間性を備え、伸び伸びと育っていくた

めに、おとなは自らを見直し、良き手本となるように努め… 
 

日野市子ども条例は、議会の全会派一致で制定されています。 

 



 

 

手
本
と
な
る
よ
う
に
努
め…

」
と
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。
た
か
は
た
保
育
園
の
開
設
に
か
か
わ

っ
た
当
事
者
た
ち
に
は
、
こ
の
部
分
だ
け
で
も
、

く
り
返
し
読
む
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

◆
「
選
考
基
準
」
に
よ
ら
な
い
「
選
考
」
と
は
？ 

し
か
も
、
新
し
い
保
育
園
の
経
営
者
は
、「
選
考

基
準
」
に
基
づ
い
て
「
選
考
会
に
よ
っ
て
決
定
す

る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
に
、
馬
場
市
長
、
地

主
、
社
会
福
祉
法
人
の
三
者
が
、
市
民
の
目
か
ら

か
く
れ
た
と
こ
ろ
で
「
確
認
書
」
を
作
成
し
て
「
決

定
」
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
と
き
に
、
そ
の
社
会
福
祉
法
人
を
推
せ
ん

し
た
の
は
、
新
た
な
保
育
園
の
入
る
建
物
の
敷
地

の
「
地
主
」
で
す
。 

そ
の
法
人
が
「
地
主
」
の
子
や
孫
が
通
園
し
て

い
た
保
育
園
を
運
営
し
て
い
た
法
人
で
あ
り
、

「
地
主
と
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
」
こ
と
が
、

推
せ
ん
理
由
で
し
た
。 

 

ま
た
、
そ
の
「
地
主
」
と
河
内
氏
と
の
私
的
関

係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
。 

 

で
す
か
ら
、
保
育
園
経
営
法
人
の
決
定
の
経
過

に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

先
に
見
た
「
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ

っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
な
い
」
と
い
う
基
本
原

則
に
照
ら
し
て
、
保
育
園
の
選
定
は
公
正
で
あ
っ

た
の
か
を
検
証
し
な
け
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
選
定
に
河
内
氏
が
直
接
か
か
わ
っ
た
か

ど
う
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
た
し
か
な
こ
と
は
、
市
の
職
員
の
私

的
な
関
係
に
よ
っ
て
、
市
が
補
助
金
を
出
す
新
し

い
保
育
園
の
経
営
者
な
ど
を
選
出
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

少
な
く
と
も
「
保
護
者
や
市
民
に
は
説
明
で
き

な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
、
市
に
も
分
か
っ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
モ
テ
向
き
は
「
選
定
基

準
」
を
つ
く
り
「
選
考
会
を
開
い
て
決
定
し
た
」

こ
と
に
し
た
の
で
す
。 

当
時
の
馬
場
市
長
を
は
じ
め
、
市
当
局
自
身
が
、

市
民
を
ダ
マ
す
や
り
方
で
事
業
を
進
め
、
公
金
を

支
出
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

◆
公
務
員
が
受
け
取
る
報
酬
の
意
味
と
は 

先
に
述
べ
た
「
日
額
六
万
円
の
手
当
」
に
つ
い

て
も
、
担
当
し
て
い
た
市
の
職
員
は
、
法
律
や
条

例
・
規
則
に
無
い
「
手
当
」
を
出
す
こ
と
の
問
題

点
を
、
イ
タ
イ
ほ
ど
分
か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。 

そ
も
そ
も
支
出
の
基
本
に
な
る
べ
き
「
契
約
書
」

や
「
決
裁
文
書
」
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
が
分
か

ら
な
い
こ
と
自
体
が
、
大
き
な
問
題
で
す
。 

仮
り
に
そ
れ
を
ワ
キ
に
置
く
と
し
て
も
、
市
の

担
当
職
員
は
、
市
長
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
の
ト

ッ
プ
の
意
思
で
あ
る
こ
と
を
「
忖
度
・
そ
ん
た
く
」

し
、
そ
う
し
た
事
務
を
執
行
し
続
け
た
こ
と
は
ま

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
市
長

を
ト
ッ
プ
と
す
る
日
野
市
の
行
政
が
、
憲
法
・
法

律
や
条
例
・
規
則
よ
り
も
、「
ト
ッ
プ
・
上
司
の
指

示
」
を
優
先
す
る
体
質
・
構
造
に
な
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 ４ 

市
民
の
力
を
合
わ
せ
て 

誇
り
あ
る
市
政
を
と
り
も
ど
そ
う 

 

大
坪
市
長
は
、
河
内
氏
に
つ
い
て
「（
馬
場
市

政
の
）
三
期
に
わ
た
り
日
野
市
助
役
・
副
市
長

と
し
て
市
政
全
般
を
け
ん
引
」「
市
政
全
般
を
牛

耳
っ
て
」「
絶
対
的
権
限
を
行
使
」
し
て
い
た
と

述
べ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
市
立
病
院
の
臨
時
職
員
に
な
っ
て
か

ら
も
「
圧
力
の
行
使
や
言
葉
巧
み
に
人
の
行
動

を
操
る
技
を
駆
使
し
」「
強
い
影
響
力
を
行
使
」

し
た
と
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
そ
の
手
法
」
は
大
坪
市
長
に
と
っ
て
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「
容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

が
、
結
局
は
「
許
容
し
て
い
た
」
と
認
め
ま
し
た
。 

市
長
を
は
じ
め
と
し
た
市
政
の
ト
ッ
プ
の
意

思
は
、
た
と
え
法
律
や
条
例
・
規
則
に
沿
わ
な

い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ

に
反
す
る
こ
と
で
さ
え
強
行
し
て
も
か
ま
わ
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

職
員
が
そ
れ
を
「
忖
度
・
そ
ん
た
く
」
し
て

従
う
の
は
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
、
と
い
う
体
質
と

構
造
は
、
馬
場
市
政
の
下
で
つ
ち
か
わ
れ
、
大

坪
市
政
に
受
け
継
が
れ
て
温
存
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

◆
市
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
も
注
目
し
て 

二
〇
二
〇
年
一
二
月
市
議
会
の
最
終
日
、
市
議

会
有
志
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
元
副
市
長
問
題

の
疑
惑
解
明
に
関
し
て
特
別
委
員
会
の
設
置
を

求
め
る
動
議
」
は
、
自
民
党
、
公
明
党
な
ど
の
多

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

反
対
し
た
公
明
党
の
議
員
は
、
「
市
が
こ
れ
以

上
解
明
で
き
な
い
と
す
る
も
の
を
市
議
会
が
解

明
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
い
い
ま
し
た
。 

地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
、
自
治
体
の
行
政
を
監

視
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
と
さ
れ
て
い
る
市
議

会
に
は
強
い
調
査
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
役
割
を
投
げ
出
す
よ
う
な
意
見
を
表
明

し
た
の
で
す
。
と
て
も
残
念
で
す
。 

た
し
か
に
、
一
連
の
疑
惑
に
つ
い
て
は
、
い
ま

の
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
十
分
な
資
料
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
議
会
に
特
別
委
員
会
が
必
要
な
の
で
す
。 

市
長
等
市
政
の
ト
ッ
プ
の
意
思
に
「
忖
度
・
そ

ん
た
く
」
し
、
そ
れ
に
従
う
の
は
当
然
、
と
い
う

よ
う
な
体
質
が
、
市
議
会
に
も
広
が
っ
て
い
る
な

ら
、
こ
と
は
重
大
で
す
。 

日
本
国
憲
法
は
「
第
八
章
・
地
方
自
治
」
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
の
政
治
・
行
政
は
、
首
長
と

対
等
な
力
を
持
つ
議
会
の
存
在
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
と
す
る
、「
二
元
代
表
制
」
の
原
則
を
確
立
し

ま
し
た
。
日
野
市
議
会
に
は
、
い
ま
こ
そ
、
公
正

な
行
政
を
求
め
る
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
し
っ

か
り
と
働
い
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 ◆
日
野
市
の
主
権
者
・
市
民
と
し
て 

 

誇
り
あ
る
市
政
を
取
り
も
ど
そ
う 

 

こ
の
よ
う
な
市
政
の
フ
ハ
イ
し
た
体
質
と
構

造
は
、
二
四
年
間
も
続
い
た
馬
場
市
政
・
大
坪
市

政
の
下
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

け
れ
ど
も
、
日
野
市
政
は
か
つ
て
、
全
国
に
先

が
け
て
「
緑
と
清
流
」
と
い
う
環
境
都
市
の
目
標

を
か
か
げ
、「
憲
法
を
生
か
す
」
こ
と
を
政
治
と
行

政
の
基
本
に
す
え
て
、「
福
祉
と
教
育
の
ま
ち
」
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

毎
年
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
回
を
超
え
る
視
察
の

人
た
ち
が
、
全
国
か
ら
、
ま
た
時
に
は
海
外
か
ら

も
や
っ
て
き
た
ま
ち
で
し
た
。
そ
の
土
台
を
築
い

た
の
は
、
市
民
自
身
の
協
力
・
共
同
の
実
践
で
す
。 

市
政
が
不
正
事
件
で
ゆ
れ
て
い
る
こ
の
と
き

に
、
そ
の
フ
ハ
イ
を
す
べ
て
明
ら
か
に
し
て
行
政

を
立
て
直
し
、
日
野
市
の
誇
り
を
取
り
も
ど
す
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
主
権
者
・
市
民
で
あ
る
私
た

ち
自
身
の
意
思
で
あ
り
、
活
動
で
す
。 

市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
市
政
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
市
長
を
交
代
さ
せ
、
明
ら
か
に
し
て
ウ
ミ
を
出

す
な
ら
、
そ
の
体
質
と
構
造
の
根
っ
こ
を
断
ち
切

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

い
ま
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、
市
民
の
健
康
と

日
々
の
暮
ら
し
や
営
業
・
労
働
の
現
場
は
、
危
機

的
な
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
市
民
の
生
活
を
、
土
台
か
ら
支
え
る
市
政
を

つ
く
る
た
め
に
、
「
公
金
を
一
円
も
ム
ダ
に
し
な

い
」
行
政
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 
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あ
と
が
き 

  

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
少
な
く
な
い
市
議

会
議
員
の
み
な
さ
ん
の
市
議
会
論
戦
の
貴
重
な

成
果
を
い
か
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
議
会
決
議
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ

た
「
第
三
者
調
査
委
員
会
」
の
「
報
告
書
」
も

参
考
に
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
え
が
い
た
疑
惑
に
つ
い
て
は
、
市
議
会

で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
質
問
が
く
り
か
え

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
市
は
、
議
会
に
対
し

て
正
確
な
情
報
を
提
供
し
な
い
だ
け
で
な
く
、

「
ウ
ソ
の
答
弁
」
も
行
わ
れ
、
真
相
を
か
く
す
こ

と
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
最
近
、
市
議
会
の
情
報
開

示
請
求
に
「
誠
実
に
資
料
を
提
出
し
よ
う
」
と

い
う
新
た
な
動
き
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

第
三
者
調
査
委
員
会
の
聴
き
取
り
調
査
に
対

し
て
も
、
あ
る
幹
部
職
員
が
「
ク
サ
い
も
の
に
フ

タ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
情
報
を

か
く
し
た
こ
と
で
、
事
態
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
聴
き
取
り
す
る
な
ら
ば
事
実
確
認
は

し
っ
か
り
と
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
を
あ
げ

て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
市
民
に
と
っ
て
の
希
望
で
す
。 

も
と
も
と
、「
不
正
問
題
を
た
だ
す
」
こ
と
は
、

思
想
的
な
立
場
や
政
党
・
会
派
を
こ
え
た
全
市
民

の
願
い
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
市
の
職
員
の
大
多 

                    

数
が
そ
れ
を
目
ざ
し
て
い
る
と
確
信
し
ま
す
。 

 

日
野
市
は
、
先
人
た
ち
の
永
い
努
力
で
築
か

れ
た
地
域
に
成
り
立
つ
自
治
体
で
す
。
誇
り
あ

る
日
野
市
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
、
心
を
開
い

て
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

                    

日野市民憲章  

１９８３年制定 

わたくしたち日野市民は、多摩川・浅川につづく平野と丘陵

の自然環境に恵まれたこのまちを、生活の中のふるさとと考

え、みんなのしあわせのためにこの市民憲章を定めます。 

1 元気に働き いきいきとして 心ゆたかなまちを 

つくりましょう 

1 手をつなぎ ともに健康で 明るいまちをつくり 

ましょう 

1 自然を守り 緑と清流と太陽の 美しいまちをつく 

りましょう 

1 人を大切にし 弱い人にも子どもにも 思いやりの 

あるまちをつくりましょう 

１ 文化をつちかい うるおいのある 平和なまちをつく 

りましょう 

 

 

 

 

 

▲豊かに稔った稲―南平１丁目で 

日野市の農作物は、子どもたちの学校給食の食材となっています 
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●公務員の原則に関係する法制度 

＜憲法＞ 

◇第 12条（全体の奉仕者）  

②すべて公務員は、全体の奉仕者であっ

て、一部の奉仕者ではない。 

◇第 99条（憲法の尊重・擁護の義務）  

天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、

裁判官その他の公務員は、この憲法を尊

重し擁護する義務を負う。 

<地方公務員法> 

◇第 30条（服務の根本基準）  

すべて職員は、全体の奉仕者として公共

の利益のために勤務し、且つ、職務の遂

行に当つては、全力を挙げてこれに専念

しなければならない。 

◇第 31条（服務の宣誓）※ 

 職員は、条例の定めるところにより、服

務の宣誓をしなければならない。 

◇第 32条（法令等及び上司の職務上の命令

に従う義務） 

 職員は、その職務を遂行するに当つて、

法令、条例、地方公共団体の規則及び地

方公共団体の機関の定める規程に従い、

且つ、上司の職務上の命令に忠実に従わ

なければならない。 

◇第 33条（信用失墜行為の禁止） 

 職員は、その職の信用を傷つけ、又は職

員の職全体の不名誉となるような行為を

してはならない。 

◇第 34条 （秘密を守る義務） 

職員は、職務上知り得た秘密を漏らして

はならない。その職を退いた後も、ま

た、同様とする。 

◇第 35条（職務に専念する義務） 

 職員は、法律又は条例に特別の定がある

場合を除く外、その勤務時間及び職務上

の注意力のすべてをその職責遂行のため

に用い、当該地方公共団体がなすべき責

を有する職務にのみ従事しなければなら

ない。 

 

 

 

 

 

※地方自治法第 31条に基づいて、日野市の条

例が定める服務の宣誓 

（新たに職員になった者は、以下の文言によ

る「宣誓書」に署名・捺印して、市長に提

出しなければならない。） 
 

宣 誓 書 

私は、ここに主権が国民に存することを

認める日本国憲法を尊重し、かつ、擁護す

ることを固く誓います。 

 私は、地方自治の本旨を対するとともに

公務を民主的かつ能率的に運営すべき責

務を深く自覚し、全体の奉仕者として誠実

かつ公正に職務を遂行することを固く誓

います。 
 

●不正な契約などに関係する法制度 

<独占禁止法> 

第 1条（法律の目的） 

この法律は、私的独占、不当な取引制限及び

不公正な取引方法を禁止し、事業支配力の過

度の集中を防止して、…公正且つ自由な競争

を促進し、…国民経済の民主的で健全な発達

を促進することを目的とする。 

第 27条の 2（公取の所掌事務） 

 公正取引委員会は、…次に掲げる事務をつか

さどる。 

二 不当な取引制限の規制に関すること。 

三 不公正な取引方法の規制に関すること。 

四 独占的状態に係る規制に関すること。 

●公務員の「兼業」に関する規定 

<日野市職員の兼業に関する規程> 

◇第 5条(兼業を許可しない場合) 

（3）兼業しようとする団体等…との間に、…

補助金の交付…等について関係があるとき。 

（4）…公務員としてその職の信用を傷つけ、

又は職員の職全体の不名誉となると認める

とき。 

 

＜参考資料―④＞「不正事件」を理解するうえで、参考になる法律の条文など 
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◎ご感想・ご意見・ご質問をお寄せください。 

 憲法を市政に生かすみんなの会 

   日野市神明 4-13-38 電話・fax  042-586-3309 

    メール s.isozaki1953@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


